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「
3
本
の
矢
」の
中
核
を
占
め
る

「
大
胆
な
金
融
政
策
」

昨
年
11
月
26
日
に
安
倍
政
権
が
発
足
し
て
か

ら
、
約
半
年
が
経
過
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
日

本
経
済
を
15
年
以
上
に
わ
た
り
苦
し
め
て
き
た

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
最
優
先
課
題
に
掲
げ
、

「
3
本
の
矢
」か
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。「
3
本
の
矢
」と
は
、「
大
胆
な
金
融
政
策
」、

「
機
動
的
な
財
政
政
策
」、
そ
し
て「
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」を
指
し
て
い
る
。
財

政
金
融
政
策
に
加
え
、
成
長
戦
略
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
で
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す

政
策
で
あ
る
。
既
に
、
政
権
発
足
後
に
補
正
予

算
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
4
月
頭
に
は
黒
田

新
総
裁
率
い
る
日
銀
が
大
胆
な
金
融
緩
和
を
打

ち
出
し
た
。
第
3
の
矢
で
あ
る
成
長
戦
略
に
つ

い
て
も
、
6
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
本
稿
で
は
、「
3
本
の
矢
」の
中
で
中
核

的
な
位
置
づ
け
を
占
め
る
金
融
政
策
の
取
り
組

み
を
概
観
し
、
そ
の
内
容
、
効
果
、
そ
し
て
日

本
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し

た
い
。

日
本
銀
行
は
、
4
月
3
・
4
日
の
金
融
政
策

決
定
会
合
に
お
い
て
、「
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」

の
導
入
を
決
定
し
た（
図
表
1
）。
こ
の
政
策
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
2
」で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
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①
物
価
安
定
の
目
標
を
消
費
者
物
価
上
昇
率
で

前
年
比「
2
％
」と
す
る
、
②
物
価
目
標
の
達
成

期
間
を「
2
年
」を
念
頭
に
で
き
る
だ
け
早
期
と

す
る
、
③
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
2
年
間
で

「
2
倍
」と
す
る
、
④
国
債
保
有
額
・
平
均
残
存

期
間
を
2
年
間
で「
2
倍
以
上
」と
す
る
も
の
で

あ
る
。
以
下
、
具
体
的
な
内
容
を
見
て
い
く
こ

と
と
し
よ
う
。

イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
政
策

ま
ず
、
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
金
融
政
策
運

営
上
の
物
価
の
目
標
2
％
を
2
年
程
度
の
期
間

で
達
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
央
銀
行

が
行
う
金
融
政
策
の
目
的
は
物
価
の
安
定
で
あ

る
が
、
そ
の
目
標
水
準
を
具
体
的
数
値
で
示
す

も
の
で
、
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
政
策
と
呼
ば

れ
る
。
日
銀
は
こ
れ
ま
で
目
標
と
す
る
物
価
水

準
を
明
確
に
示
す
こ
と
を
避
け
て
き
た
が
、
今

年
1
月
に
物
価
目
標
2
％
を
導
入
し
た
。
日
銀

は
、
物
価
上
昇
と
持
続
的
な
経
済
成
長
の
両
立

を
目
標
と
し
て
金
融
政
策
を
運
営
し
て
い
る
。

日
銀
が
物
価
目
標
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、
物

価
目
標
を
定
め
る
と
、
そ
の
達
成
が
優
先
さ
れ
、

過
度
な
金
融
緩
和
を
行
う
こ
と
に
よ
る
副
作
用

が
生
じ
、
安
定
的
な
経
済
成
長
が
実
現
で
き
な

く
な
る
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
。
白
川
前
総
裁
は
、
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・物価安定の目標は「２％」（CPI 前年比）

・達成期間は「２年」を念頭にできるだけ早期に

・マネタリーベースは 2年間で「２倍」に

・国債保有額・平均残存期間は 2年間で「２倍以上」に
（資料）日本銀行

内　容施　策

図表 1　量的・質的金融緩和の概要

マネタリーベース・
コントロールの採用

長期国債買入れの
拡大と年限長期化

ETF、J-REIT の
買入れの拡大

（資料）日本銀行よりみずほ総合研究所作成

・量的な金融緩和を推進する観点から、金融市場調節の操作目標を、無担
保コールレートからマネタリーベース（※）に変更

・マネタリーベースが、年間約 60～70 兆円に相当するペースで増加するよ
う金融市場調節を行う

　（※）現金通貨（銀行券、通貨流通高）＋日銀当座預金残高

・イールドカーブ全体の金利低下を促す観点から、長期国債の保有残高が
年間約 50 兆円に相当するペースで増加するよう買入れを行う

・長期国債の買入れ対象を、40 年債を含む全ゾーンの国債に
・買入れの平均残存期間を、現状の 3 年弱から国債発行残高の平均並みの
7年程度に延長

・資産価格のプレミアムに働きかける観点から、ETFおよびJ－REITの保有
残高が、それぞれ年間約 1 兆円、年間約 300 億円に相当するペースで増
加するよう買入れを行う



金
融
緩
和
の
副
作
用
と
し
て
、
過
剰
債
務
の
削

減
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
低
下
や
、
資
源
配
分
の

非
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
や
潜
在
成
長
率
へ
の

悪
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
資
源
配
分
の
非
効

率
化
と
は
、
金
融
緩
和
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る

需
要
が
、
異
例
の
低
金
利
に
よ
っ
て
の
み
採
算

が
合
う
投
資
案
件
で
あ
る
場
合
、
資
源
配
分
が

非
効
率
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

金
融
緩
和
が
株
価
や
不
動
産
価
格
と
い
っ
た
資

産
価
格
を
過
度
に
押
し
上
げ
る
と
い
っ
た
副
作

用
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
副
作
用
の
例

と
し
て
、
1
9
8
0
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済

が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
時
、
プ
ラ
ザ
合
意
に
伴
う

円
高
の
進
展
に
よ
る
景
気
の
落
ち
込
み
に
対
応

す
る
た
め
、
日
銀
は
政
策
金
利
を
大
幅
に
引
き

下
げ
た
。
金
融
緩
和
に
よ
り
、
株
価
や
不
動
産

価
格
が
急
激
に
上
昇
し
た
が
、
物
価
が
安
定
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
銀
は
政
策
金
利
引
き

上
げ
に
よ
る
資
産
価
格
高
騰
へ
の
対
応
を
す
ぐ

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
後

の
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
深
刻
な
景
気
後
退
を
招

く
原
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

資
産
買
入
れ
の
拡
大
と

金
融
緩
和
の
波
及
ル
ー
ト

③
、
④
は
、
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
、
日
銀
の

 ●4

図表 2　量的・質的金融緩和の波及ルート

量的緩和：マネタリーベースの拡大

質的緩和：長期国債とリスク性資産の拡大

ETF・J－REIT 買入れ長期国債買入の拡大と年限長期化

金融環境の改善（借入コスト、銀行信用、株価等）

支出の増加（消費、設備投資、輸出）

需給ギャップの改善

実質金利の低下

予想インフレ率の上昇

消費者物価の上昇

イールドカーブ全体への低下圧力

資産価格への
働きかけ

インフレ期待への
働きかけ

銀行や投資家の
ポートフォリオ調整

ルート④

（資料）日本銀行

ルート①

ルート③
ルート②



す
く
な
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

依
然
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

デ
フ
レ
脱
却

そ
れ
で
は
、
日
銀
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
日

本
経
済
は
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
で
き
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
の
取
り
組
み
は
、

イ
ン
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
非
対
象
で
あ
る
こ
と

に
留
意
が
必
要
だ
。
イ
ン
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、

す
な
わ
ち
物
価
上
昇
率
の
引
き
下
げ
は
、
中
央

銀
行
が
政
策
金
利
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り

対
応
で
き
る
。
政
策
金
利
の
引
き
上
げ
が
イ
ン

フ
レ
へ
の
対
応
に
有
効
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
金
融
政
策
へ
の
取
り
組
み
実
績
で
確
認

で
き
る
。
一
方
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
国
は
、
1
9
2
0
年
代
の
世
界

大
恐
慌
時
の
米
国
な
ど
を
除
き
、
日
本
以
外
に

な
い
。
こ
れ
ま
で
日
銀
は
、
政
策
金
利
の
引
き

下
げ
や
資
産
買
入
れ
に
よ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
が
、
未
だ
に
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
実

現
で
き
て
お
ら
ず
、
有
効
な
対
応
策
が
見
出
せ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
景
気
回
復
に
伴
い
物
価
は
緩
や
か
に

上
昇
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
物
価
目
標

2
％
を
2
年
程
度
で
達
成
す
る
の
は
か
な
り
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
過
去

と
い
う
も
の
だ
。
ま
た
、
金
融
緩
和
に
よ
る
円

安
の
進
展
も
株
価
上
昇
に
つ
な
が
る
。
株
価
な

ど
の
資
産
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
、
金
融
機
関
や

投
資
家
は
リ
ス
ク
資
産
へ
の
投
資
余
力
が
増
し
、

経
済
が
活
性
化
す
る
。
株
価
の
上
昇
は
企
業
経

営
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
だ
。
こ
れ
を
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
リ
バ
ラ
ン
ス
効
果
と
呼
ぶ
。

更
に
、
企
業
や
個
人
の
イ
ン
フ
レ
期
待
に
働

き
か
け
る
ル
ー
ト
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
日
本

経
済
は
長
い
間
デ
フ
レ
の
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、

景
気
が
上
向
い
て
も
物
価
が
上
昇
す
る
と
い
う

期
待
が
生
じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
デ

フ
レ
マ
イ
ン
ド
と
呼
ぶ
。
日
銀
が
物
価
目
標
2

％
の
達
成
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
そ
の
た
め
に
何
で

も
行
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
示
す
こ
と
で
、
デ

フ
レ
マ
イ
ン
ド
が
変
わ
り
、
物
価
が
上
昇
し
や

す
く
な
る
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
る
。
デ
フ
レ
マ

イ
ン
ド
の
高
ま
り
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
か

ら
も
確
認
で
き
る
。
物
価
の
下
落
は
日
本
経
済

の
需
要
と
供
給
の
ギ
ャ
ッ
プ（
G
D
P
ギ
ャ
ッ

プ
）の
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
G
D
P

ギ
ャ
ッ
プ
と
物
価
上
昇
率（
コ
ア
C
P
I
前
年

比
）の
関
係
を
示
す
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
を
描

く
と
、
1
9
8
0
〜
1
9
9
0
年
代
に
比
べ

2
0
0
0
年
代
は
下
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る（
図
表
3
）。
金
融
緩
和
に
よ
り
イ

ン
フ
レ
期
待
が
高
ま
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲

線
が
上
方
シ
フ
ト
し
、
よ
り
物
価
が
上
昇
し
や

資
産
規
模
を
2
倍
に
拡
大
し
、
市
場
か
ら
の
資

産
買
入
れ
を
大
幅
に
増
加
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
中
央
銀
行
は
政
策
金

利
を
引
き
下
げ
る
こ
と
で
金
融
緩
和
を
行
う
が
、

日
本
の
政
策
金
利
で
あ
る
無
担
保
コ
ー
ル
レ
ー

ト
は
既
に
実
質
的
に
0
％
ま
で
下
が
っ
て
お
り
、

更
な
る
政
策
金
利
の
引
き
下
げ
余
地
は
な
い
。

こ
の
た
め
、
日
銀
は
、
市
場
か
ら
資
産
を
買
い

入
れ
、
市
場
金
利
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

政
策
金
利
の
引
き
下
げ
と
同
等
の
効
果
を
得
る

べ
く
金
融
緩
和
策
を
強
化
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
資
産
買
入
れ
が
ど
の
よ
う
に
物
価

上
昇
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
日

銀
が
考
え
る
波
及
ル
ー
ト
は
主
に
4
つ
あ
る

（
図
表
2
）。
ま
ず
、
市
場
か
ら
長
期
国
債
を
大

量
に
購
入
し
、
国
債
の
利
回
り
を
引
き
下
げ
る

ル
ー
ト
だ
。
国
債
の
利
回
り
は
、
貸
出
や
社
債

な
ど
の
金
利
の
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
で
、
国
債

利
回
り
の
低
下
に
伴
い
貸
出
金
利
が
低
下
す
れ

ば
、
金
融
機
関
の
貸
出
増
加
な
ど
が
期
待
で
き

る
。
企
業
が
借
入
を
増
や
し
設
備
投
資
を
行
え

ば
、
景
気
が
上
向
き
、
物
価
の
上
昇
に
つ
な
が

る
で
あ
ろ
う
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
資
産
価
格
を
引
き
上
げ
る

ル
ー
ト
で
あ
る
。
日
銀
は
、
長
期
国
債
以
外
に

E
T
F
や
R
E
I
T
な
ど
の
リ
ス
ク
資
産
も
購

入
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
資
産
を
直
接
購
入
す
る

こ
と
で
、
株
価
や
不
動
産
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
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い
る
。そ
の
要
因
は
、来
年
度
以
降
に
予
定
さ
れ

る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
だ
。
今
年
後
半
に
か

け
て
住
宅
投
資
等
の
駆
け
込
み
需
要
が
期
待
さ

れ
る
が
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
は
そ
の
反
動

が
見
込
ま
れ
る
。
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
、
夏

場
以
降
に
電
力
料
金
引
き
上
げ
等
の
影
響
か
ら

プ
ラ
ス
圏
に
浮
上
す
る
と
見
て
い
る
が
、
消
費

税
率
引
き
上
げ
後
は
再
び
低
下
す
る
見
込
み
だ
。

引
き
下
げ
、
販
売
価
格
を
引
き
下
げ
て
き
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
物
価
上
昇
は
賃

金
の
上
昇
を
伴
う
必
要
が
あ
る
。
賃
金
上
昇
を

伴
わ
な
い
物
価
上
昇
は
、
購
買
力
の
低
下
に
つ

な
が
り
景
気
に
は
マ
イ
ナ
ス
だ
。

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
の
試
算
で
は
、
日
本
経

済
は
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
が
、
デ
フ
レ
脱
却

は
早
く
て
も
2
0
1
6
年
以
降
に
な
る
と
見
て

の
消
費
者
物
価
上
昇
率
の
推
移
を
見
る
と
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
や
、
原
油
価
格
の
上
昇
等

の
局
面
を
除
き
、
2
％
の
物
価
上
昇
率
を
達
成

し
た
の
は
、
1
9
9
0
年
代
前
半
が
最
後
で
あ

る（
図
表
4
）。
物
価
下
落
の
要
因
と
し
て
大
き

い
の
は
、
非
製
造
業
に
お
け
る
販
売
価
格
の
引

き
下
げ
だ
。
景
気
低
迷
や
円
高
の
中
、
日
本
企

業
は
人
員
削
減
を
回
避
す
る
一
方
で
、
賃
金
を

コアCPI は生鮮食品を除く総合消費者物価指数
GDPギャップは 3四半期ラグ
80～90 年代：83/1Q～2000/3Q、2000 年代：2000/4Q 以降
内閣府「国民経済計算」、総務省「消費者物価指数」などより
みずほ総合研究所作成

（注）

（資料）

図表 3　フィリップス曲線

図表 4　消費者物価上昇率の推移

80～90 年代
y=0.3142x + 1.2445

2000 年代
y=0.268x + 0.3314
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消費者物価上昇率（除く生鮮食品）

2％（物価上昇率目標）

（前年同月比 :％）

（資料）総務省よりみずほ総合研究所作成

コ
ア
C
P
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前
年
比（
％
）

 ●6



ま
た
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
変
え
る
こ
と
は

簡
単
で
は
な
い
。
安
倍
政
権
成
立
後
に
急
速
に

円
安
、
株
高
が
進
展
し
た
が
、
企
業
の
マ
イ
ン

ド
は
依
然
慎
重
で
あ
る
。
ド
ル
円
相
場
は
一
時

1
0
0
円
を
越
え
る
円
安
が
進
展
し
た
が
、
輸

出
企
業
が
想
定
す
る
為
替
レ
ー
ト
は
90
円
台
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
収
益
改
善
に
よ
る

賃
上
げ
の
動
き
も
依
然
限
定
的
だ
。

日
銀
は
、
4
月
26
日
に
発
表
し
た
展
望
レ
ポ

ー
ト
で
、
2
0
1
5
年
度
中
に
物
価
目
標
2
％

を
達
成
す
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
但
し
、

展
望
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
政
府
の
規
制
・
制
度
改

革
や
企
業
に
よ
る
内
外
の
潜
在
需
要
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
の
取
り
組
み
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の
成
長
戦
略
し
だ
い
で
は
、
下
振
れ
の
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
日
本
経
済
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化

こ
の
よ
う
に
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
は
ま
だ

ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、
安
部
政
権
誕
生
後
、
日

本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
大
き
く
変
化
し
た
の

は
金
融
市
場
の
動
き
で
あ
る
。
ド
ル
円
相
場
は

2
0
1
2
年
に
1
ド
ル
＝
70
円
台
の
円
高
の
状

況
に
あ
っ
た
が
、
1
0
0
円
を
越
え
る
円
安
と

な
り
、
日
経
平
均
株
価
も
大
き
く
上
昇
し
た
。

こ
う
し
た
為
替
相
場
、
株
式
相
場
の
動
き
を
牽

引
し
た
の
は
海
外
投
資
家
だ
。
こ
れ
ま
で
海
外

投
資
家
は
、
民
主
党
政
権
下
の
日
本
経
済
の
低

迷
を
受
け
、
日
本
株
へ
の
投
資
比
率
を
引
き
下

げ
て
い
た
が
、
昨
年
後
半
以
降
は
、
日
本
株
へ

の
投
資
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
。
海
外
か
ら

の
安
倍
政
権
の
政
策（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）へ
の
期

待
は
相
当
高
い
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
株
高
、
円
安
の
効
果
は
期
待
先
行

と
の
見
方
も
あ
る
が
、
実
体
経
済
に
も
影
響
が

出
始
め
て
い
る
。
個
人
消
費
の
動
向
を
見
る
と
、

富
裕
層
中
心
に
消
費
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
。
特

に
高
額
商
品
の
売
り
上
げ
が
大
幅
に
伸
び
て
い

る
よ
う
だ
。
米
国
に
比
べ
、
家
計
の
株
式
保
有

比
率
の
低
い
日
本
で
の
株
高
に
よ
る
資
産
効
果

は
限
定
的
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
個
人
の
消
費

マ
イ
ン
ド
は
着
実
に
変
化
し
て
い
る
。
一
方
、

既
述
の
通
り
、
企
業
の
マ
イ
ン
ド
は
未
だ
慎
重

で
あ
り
、
設
備
投
資
は
ま
だ
上
昇
に
転
じ
て
い

な
い
。
今
後
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
6
月

に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る「
第
3
の
矢
」で
あ
る
成

長
戦
略
の
中
身
で
あ
ろ
う
。
企
業
の
設
備
投
資

を
促
進
す
る
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
れ
ば
、
企
業

の
マ
イ
ン
ド
も
し
だ
い
に
変
化
し
て
い
く
可
能

性
が
あ
る
。

懸
念
さ
れ
る
長
期
金
利
の
上
昇

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
日
本

経
済
を
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
さ
せ
る
大
き
な
一
歩

と
な
っ
た
と
言
え
る
が
、
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

長
期
金
利
の
動
き
だ
。
既
述
の
よ
う
に
、
安
倍

政
権
誕
生
後
、
円
安
、
株
高
が
進
展
し
た
。
通

常
で
あ
れ
ば
円
安
、
株
高
に
よ
り
景
気
が
上
向

い
て
い
く
局
面
で
は
長
期
金
利
も
上
昇
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
4
月
に
大
胆
な
金
融
緩
和
が
打

ち
出
さ
れ
る
ま
で
日
本
の
長
期
金
利
は
低
下
し

続
け
た（
図
表
5
）。
こ
れ
は
、
日
本
の
国
債
の

約
9
割
を
保
有
す
る
国
内
の
債
券
投
資
家
が
、

日
銀
の
大
胆
な
金
融
緩
和
で
も
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
が
困
難
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

国
内
の
債
券
投
資
家
は
、
日
銀
の
大
胆
な
金
融

緩
和
に
よ
り
国
債
の
需
給
が
タ
イ
ト
化
す
る
た

め
、
金
利
が
低
下
す
る
と
の
見
方
を
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
4
月
頭
の
金
融
緩
和
後
は
、

長
期
金
利（
10
年
国
債
利
回
り
）が
一
旦
史
上
最

低
水
準
と
な
る
0
・
3
1
5
％
ま
で
低
下
し
た

後
、
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
要
因
の
ひ
と

つ
は
、
日
銀
の
金
融
緩
和
に
よ
り
デ
フ
レ
脱
却

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

日
銀
が
2
年
で
物
価
上
昇
率
2
％
を
達
成
す
る

強
い
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
で
、
国
内
の
債
券
投
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図表 5　10年国債利回りと日経平均株価の推移

図表 6　戦後のドル円相場の推移

（資料）Bloomberg よりみずほ総合研究所作成

10 年国債利回り（右目盛）

日経平均株価（左目盛）

（資料）Bloomberg

①1949 年～
GHQ、ドル円交換レートを
1ドル=360 円に決定

②1971 年 8 月
ニクソン · ショック

③1978 年～
カーター政権ドル防衛策、
ボルカー · FRB 議長による
インフレ対応高金利政策

④1985 年 9 月
プラザ合意

⑤1995 年～
ルービン財務長官による

ドル高政策

⑥2007 年～
サブプライム問題顕現化、

ドル安転換

⑦2013 年～
米国金融緩和
縮小の展望
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資
家
の
金
利
の
先
行
き
に
対
す
る
見
方
が
変
化

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
長
期
金
利
は
、
景
気
や

物
価
の
将
来
の
見
通
し
に
、
財
政
悪
化
に
よ
る

デ
フ
ォ
ル
ト
リ
ス
ク
な
ど
の
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア

ム
が
上
乗
せ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
円
安
進

行
や
株
高
に
よ
り
、
景
気
回
復
や
物
価
上
昇
へ

の
期
待（
期
待
イ
ン
フ
レ
率
）が
高
ま
り
、
金
利

が
上
昇
し
た
と
い
う
考
え
方
だ
。
仮
に
こ
う
し

た
要
因
の
み
で
金
利
が
上
昇
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

「
よ
い
金
利
上
昇
」で
あ
り
、
大
き
な
問
題
と
は

な
ら
な
い
。

但
し
、
日
銀
の
大
幅
な
国
債
買
入
れ
に
よ
る

債
券
市
場
の
流
動
性
低
下
に
よ
る
影
響
も
、
金

利
上
昇
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
日
銀
が

市
場
か
ら
大
量
に
国
債
を
買
い
入
れ
る
こ
と
で
、

市
場
の
取
引
量（
流
動
性
）が
減
少
し
、
流
動
性

低
下
に
よ
り
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
が
上
昇
し
た

可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
金
利
上
昇
は
日
本
国
内
の
要
因
だ
け

で
な
い
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
だ
。
日
本
の
長

期
金
利
は
、
海
外
、
特
に
米
国
の
長
期
金
利
に

連
動
す
る
傾
向
が
あ
る
。
米
国
で
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
大
幅
な
景
気
悪
化
に
対
応
し
、

F
R
B
が
大
幅
な
金
融
緩
和
を
実
施
し
、
長
期

金
利
は
大
き
く
低
下
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
雇
用
情
勢
の
改
善
を
受
け
、
今
後
、
金
融

緩
和
が
縮
小
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。
金
融
緩
和

が
縮
小
さ
れ
、
政
策
金
利
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ

ば
、
米
国
の
長
期
金
利
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な

る
。
日
本
の
長
期
金
利
も
米
国
の
長
期
金
利
に

連
動
し
て
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
金
利
上
昇
の
動
き
に
対
し
、
日
銀

は
概
ね
容
認
す
る
ス
タ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。

黒
田
総
裁
は
、
金
利
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と

は
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
今

の
段
階
で
は（
長
期
金
利
の
上
昇
が
）実
体
経
済

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
み
て
い
な
い
」

と
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
実
質
金
利

は
お
そ
ら
く
下
が
っ
て
い
る
」と
の
発
言
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
金
利
上
昇
の
要
因
が
将
来

の
物
価
上
昇
へ
の
期
待（
期
待
イ
ン
フ
レ
率
）の

高
ま
り
に
よ
る
も
の
と
の
見
方
を
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
だ
。
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の

上
昇
は
、
日
銀
の
金
融
緩
和
策
の
効
果
が
出
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
但
し
、
既
述
の
通
り
、

金
利
上
昇
は
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
み
で
な
く
、

流
動
性
低
下
に
伴
う
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
の
上

昇
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
黒
田
総

裁
は
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
に
よ
り
、
市
場
が

混
乱
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
た
と
説
明
す
る

が
、
実
体
経
済
の
改
善
が
十
分
見
ら
れ
な
い
中
、

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の
引
き
上
げ
な
ど
の
動
き
が

出
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
日
銀
の
金
融
緩
和
効

果
を
減
殺
し
か
ね
な
い
。

重
要
性
を
増
す

安
倍
政
権
の
外
交
政
策

こ
こ
ま
で
、「
3
本
の
矢
」の
中
核
を
占
め
る

金
融
政
策
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
が
、
金
融

政
策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
、
外
交
政

策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
金
融

緩
和
に
よ
り
円
安
が
進
展
し
た
こ
と
か
ら
、
海

外
の
一
部
の
国
か
ら
、
金
融
緩
和
が
円
安
誘
導

を
狙
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ
。
今
後
、
日
本
経
済
が
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
為
替
相
場
の
安
定

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
米

国
と
の
関
係
強
化
が
重
要
だ
。
こ
れ
ま
で
の
ド

ル
円
相
場
の
推
移
を
見
る
と
、
米
国
の
ス
タ
ン

ス
が
変
化
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
き
く
ト
レ
ン

ド
が
変
化
し
て
き
た
。
円
高
の
契
機
と
な
っ
た
、

1
9
7
1
年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や

1
9
8
5
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
な
ど
は
、
い
ず
れ

も
米
国
側
の
動
き
に
よ
る
も
の
だ（
図
表
6
）。

今
の
と
こ
ろ
、
米
国
を
始
め
主
要
国
は
日
本
の

金
融
緩
和
策
に
概
ね
理
解
を
示
し
て
い
る
。

T
P
P
へ
の
交
渉
参
加
や
、
米
国
と
の
関
係
強

化
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

取
り
組
み
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
も
の
で
す
。
太
古
の
時
代
よ
り
市
木
川
が
静

か
に
流
れ
海
に
注
い
で
い
ま
す
。
汽
水
な
の
で

海
水
魚
と
淡
水
魚
の
両
方
が
見
ら
れ
、
ま
た
昔

こ
の
川
で
の
釣
り
は
何
で
も
入
れ
食
い
状
態
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
辺
り
か
ら
見
渡
す
景
色

は
い
っ
そ
う
沖
縄
風
情
を
醸
し
出
し
、
す
ぐ
北

に
接
し
た
日
南
市
に
も
無
い
風
景
で
す
。
前
回

お
話
し
し
た〝
ア
カ
メ
〞は
、
こ
の
川
で
も
よ
く

釣
れ
た
と
云
う
話
は
今
で
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

少
し
北
上
し
て
日
南
海
岸
へ
出
ま
し
ょ
う
。

日
南
海
岸
と
云
え
ば
誰
し
も
青
い
海
と
波
状
岩

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
こ
れ
は
宮
崎
市
内
の

青
島
付
近
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
も
写
真

前
回
は
、
宮
崎
市
内
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の

風
景
と
魚
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
宮
崎
は〝
太

陽
と
海
の
国
〞と
申
し
上
げ
て
差
し
支
え
な
い

の
で
す
が
、
今
回
は
少
し
目
先
を
変
え
て
県
内

の
池
や
滝
、
海
の
景
色
な
ど
四
季
を
通
じ
て
楽

し
め
る
場
所
も
含
め
、
桜
や
も
み
じ
の
隠
れ
た

名
勝
地
な
ど
も
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
ま
ず
は
や

は
り
夏
の
海
の
風
景
を
ご
覧
頂
き
ま
し
ょ
う
。

最
初
の
写
真
は
串
間
市
の
南
部
、
県
南
端
の

都
井
岬
よ
り
北
に
位
置
し
、
天
然
の

猿
で
有
名
な
幸
島
の
近
く
の

海
岸
近
く
で

撮
影
し

市木川（串間市）

風
に
誘
わ
れ
宮
崎
の
四
季
を
歩
く 

宮
崎
市
　
田た

中な
か  

宏ひ
ろ

幸ゆ
き（

写
真
と
文
）
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市
民
の
森
公
園
で
は
季
節
に
よ
り
菖
蒲
や
桜
、

も
み
じ
を
鑑
賞
出
来
ま
す
。
宮
崎
神
宮
そ
ば
の

文
化
公
園
で
も
桜
が
一
斉
に
咲
き
、
市
民
に
憩

の
様
に
斜
め
に
な
っ
て
い
る
場
所
も
見
ら
れ
、

こ
れ
は
波
に
よ
る
浸
食
の
み
な
ら
ず
地
殻
変
動

を
示
唆
す
る
も
の
で
す
。
日
南
に
は
幾
つ
か
の

良
い
漁
港
が
あ
り
、
例
え
ば
目
井
津
漁
港
な
ど

は
昔
か
ら
カ
ツ
オ
漁
が
盛
ん
で
す
。
一
歩
外
へ

踏
み
出
す
と
珊
瑚
の
見
下
ろ
せ
る
海
岸
へ
出
ら

れ
ま
す
が
、
最
近
は
外
洋
で
オ
ニ
ヒ
ト
デ
が
散

見
さ
れ
、
皆
を
心
配
さ
せ
て
い
ま
す
。
古
い
街

並
み
の
飫
肥
は
小
さ
い
な
が
ら
も
城
下
町
ら
し

く
、
傷
跡
の
残
る
城
壁
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら

散
策
す
れ
ば
、
白
壁
の
屋
並
み
、
人
力
車
の
姿

を
観
る
事
が
出
来
ま
す
。
記
念
館
や
食
事
処
、

土
産
物
屋
も
充
実
し
、
1
年
中
観
光
客
が
絶
え

な
い
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

宮
崎
市
内
か
ら
延
び
る
道
路
に
は
バ
イ
パ
ス

が
完
成
し
、
時
間
も
随
分
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
50
年
前
は
舗
装
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
頃
は
日
南
・
串
間
が
新
婚
旅
行

の
メ
ッ
カ
だ
っ
た
の
で
す
。
当
時
、
汽
車
も
タ

ク
シ
ー
も
若
い
カ
ッ
プ
ル
だ
ら
け
で
遠
出
し
て

く
れ
た
も
の
だ
、
と
今
で
も
懐
か
し
む
老
運
転

手
が
大
勢
い
ま
す
。
昨
年
の〝
古
事
記
編
纂

1
3
0
0
年
〞の
影
響
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
観

光
客
が
少
し
で
も
増
え
た
の
は
喜
ば
し
い
事
で

す
が
、
串
間
の
道
路
の
一
部
に
は
離
合
す
る
に

は
や
や
困
難
な
場
所
も
残
さ
れ
て
お
り
、
バ
イ

パ
ス
あ
る
い
は
高
速
道
路
の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

宮
崎
市
内
に
も
公
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

い
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、
敷
地
内
の
県
立
劇

場
で
は
毎
年
5
月
に〝
宮
崎
国
際
音
楽
祭
〞が
開

催
さ
れ
、
内
外
か
ら
大
勢
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

日南海岸。漁港の裏手の大きなテーブルサンゴとカラフルな熱帯魚

串間で採集した貝殻 満潮時の日南海岸の波状岩（俗称“鬼の洗濯板”）

晩秋の蜂の巣キャンプ場飫肥（日南市）。城下町と用水路
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聴
衆
が
押
し
寄
せ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
他
に
、
図
書
館
や
博
物
館
も
あ
り
、

文
化
公
園
の
名
に
恥
じ
ぬ
広
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
元
々
宮
崎
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

一
部
で
し
た
。

県
の
西
部
に
目
を
向
け
る
と
、
鹿
児
島
県
に

接
し
た
え
び
の
市
が
あ
り
、
え
び
の
高
原
、
高

千
穂
の
峰
や
点
在
す
る
様
々
な
池
な
ど
が
、
雄

大
な
景
観
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
道
路
も
整
備

さ
れ
、
ま
た
多
く
の
遊
歩
道
に
恵
ま
れ
、
季
節

を
問
わ
ず
多
く
の
登
山
客
や
家
族
連
れ
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。
山
々
は
勿
論
の
事
、

不
動
池
、
大
浪
の
池
、
赤
松
千
本
原
、
市
営
露

天
風
呂
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
や
遊
び
ど
こ
ろ
満
載

の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。新
燃
岳
の

噴
火
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ

ま
で
は
神
秘
的
で
青
々
と
し
た
湖
を
湛
え
て
い

霧に消えゆく霧島の車道

えびの高原、晩夏の不動池

田野―北郷線沿いの川辺の紅葉

樹齢200年、高さ20mのイロハモミジ（北郷町。2枚とも）

えびの高原の野生鹿

霧島、新燃岳（噴火前）

三股町。晩秋の長田峡



宮崎県医師協同組合

13● JMC NEWS（全医協連ニュース）― No.129

た
の
で
す
。
か
つ
て
英
映
画〝
0
0
7
シ
リ
ー

ズ
〞の
ロ
ケ
地
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
た
事
も
あ

り
、
特
に
英
国
人
に
は
馴
染
み
が
深
い
様
で
す
。

噴
火
後
は
湖
の
中
央
か
ら
大
き
な
ド
ー
ム
が
せ

り
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

初
秋
と
も
な
る
と
霧
島
や
高
千
穂（
県
北
）は

早
々
と
冬
仕
度
を
始
め
ま
す
。
ス
ス
キ
で
覆
わ

れ
す
っ
か
り
秋
の
気
配
に
包
ま
れ
た
各
宿
場
で

は
、
温
泉
客
た
ち
の
湯
に
浸
か
る
時
間
が
長
め

に
な
り
ま
す
。
11
月
中
旬
に
は
紅
や
黄
色
で
彩

ら
れ
た
も
み
じ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。え
び
の

高
原
よ
り
や
や
麓
に
近
い
場
所
で
は
幾
ヶ
所
か

で
堪
能
出
来
ま
す
が
、
私
が
毎
年
訪
れ
る
田
野

―
北
郷
線
の
道
路
脇
、
特
に
河
川
の
見
え
る
場

所
が
お
奨
め
で
す
。
こ
こ
か
ら
少
し
南
下
し
た

場
所
に
あ
る
蜂
の
巣
キ
ャ
ン
プ
場
は
夏
こ
そ
賑

わ
い
ま
す
が
、
晩
秋
に
は
侘
び
寂
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
都
城
市
に
隣
接
す
る
三
股
町
に
も
豊
富

な
自
然
が
残
っ
て
お
り
、
特
に
長
田
峡
の
真
夏

の
涼
し
さ
は
格
別
で
す
。
こ
こ
の
紅
葉
は
規
模

こ
そ
大
き
く
な
い
も
の
の
、
滝
か
ら
勢
い
よ
く

落
ち
る
清
流
の
音
と
相
俟
っ
て
遊
歩
道
か
ら
の

景
色
に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
県
下
に
紅
葉

の
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
は
幾
つ
も
あ
り
ま
す
が
、

宮
崎
市
内
か
ら
も
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
北
郷
に
も

う
一
か
所
、
素
晴
ら
し
い
紅（
く
れ
な
い
）が
目

に
焼
き
つ
く
場
所
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢（
推
定
）

は
県
下
で
も
最
高
の
2
0
0
年
、
樹
高
が
20
ｍ

も
あ
る
1
本
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
、
道
路
か
ら

さ
ら
に
奥
地
へ
と
進
ま
ね
ば
観
る
事
が
出
来
な

い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
目
観
よ
う
と

早
朝
か
ら
出
か
け
る
人
も
多
く
、
見
知
ら
ぬ
人

同
士
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。

昔
か
ら
宮
崎
市
内
の
風
景
に
雪
は
似
合
い
ま

せ
ん
し
、も
し
降
雪
が
あ
れ
ば
、昔
は
小
学
校
の

先
生
が
授
業
を
中
断
し
生
徒
も
み
な
屋
外
へ
出

た
も
の
で
し
た
。
降
雪
を
観
る
事
は
稀
で
す
が
、

え
び
の
高
原
や
高
千
穂
で
は
よ
く
積
も
り
ま
す

し
、
え
び
の
に
は
白
紫
池
と
云
う
天
然
の
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
に
な
る
池
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

年
末
年
始
と
も
な
る
と
、
宮
崎
市
内
の
フ
ロ

ー
ラ
ン
テ
宮
崎
の
夜
は
何
百
万
も
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ
や
若

い
カ
ッ
プ
ル
を
吸
い
寄
せ
ま
す
。
こ
こ
で
は
普

段
か
ら
色
々
な
催
し
が
開
か
れ
ま
す
が
、
そ
の

庭
園
の
規
模
は
他
を
圧
倒
し
ま
す
。

春
の
到
来
を
告
げ
る
代
表
は
桜
の
開
花
で
す

が
、
有
名
な
垂
水
公
園
、
国
富
の
一
本
桜（
以
上
、

宮
崎
市
）、
母
智
丘
公
園（
都
城
市
）他
の
名
所

以
外
に
も
何
カ
所
か
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
私
が

お
び
き
寄
せ
ら
れ
る
様
に
訪
れ
る
の
が
国
道

2
6
9
号
線
沿
い
の
青
井
岳
温
泉
の
桜
で
す
。

本
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
も
の
の
大
き
な
桜
の

木
が
占
め
、
裏
山
の
新
緑
と
マ
ッ
チ
し
そ
の
鮮

や
か
さ
が
絵
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
広
い
公
園

内
に
は
池
も
あ
り
、
緩
や
か
な
散
策
コ
ー
ス
も

年
末
の
フ
ロ
ー
ラ
ン
テ
宮
崎
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あ
っ
て
、
1
年
を
通
し
て
客
が
引
っ
切
り
無
し

の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。宮
崎
神
宮
の

境
内
、
特
に
流
鏑
馬
の
馬
場
で
見
事
に
咲
い
て

く
れ
ま
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
流
鏑
馬
の
儀
式

に
合
わ
せ
る
か
の
様
に
咲
く
の
が
通
例
で
、
コ

ー
ス
に
沿
っ
て
一
直
線
に
並
木
を
形
作
っ
て
い

ま
す
。
今
年
初
め
て
訪
れ
た
北
郷
町
の
花
立
公

園（
日
南
市
）に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
か
な
り

以
前
に
植
樹
さ
れ
た
桜
の
木
は
、
何
と
1
万
本

に
達
す
る
と
云
う
の
で
す
。
山
の
反
対
側
に
あ

る
大
き
な
ホ
テ
ル
か
ら
も
、
そ
の
白
く
染
ま
っ

た
風
景
は
一
望
出
来
ま
す
が
、
現
地
の
展
望
台

か
ら
見
下
ろ
す
と
一
面
桜
の
絨
毯
か
と
見
紛
う

ほ
ど
で
す
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
西
都
原

古
墳
群
の
桜
で
す
。
広
大
な
公
園
内
で
は
大
木

が
集
中
す
る
箇
所
も
あ
れ
ば
、
分
散
し
て
い
る

処
も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
期
に
菜
の
花
畑
の
黄

色
と
マ
ッ
チ
し
て
美
麗
で
す
。

短
い
桜
の
季
節
が
過
ぎ
た
頃
に
は
、
今
度
は

フ
ロ
ー
ラ
ン
テ
宮
崎
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き

誇
る
時
期
を
迎
え
ま
す
。
見
る
か
ら
に
雄
大
な

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ホ
テ
ル
、
広
い
市
民
の
森
公
園

の
そ
ば
に
位
置
し
、
庭
園
で
は
何
十
万
本
の

花
々
が
美
を
競
い
合
う
の
で
す
。
入
り
口
の
大

き
な
建
物
内
で
も
そ
の
季
節
を
意
識
し
た
立
派

な
庭
園
が
用
意
さ
れ
、
西
洋
ラ
ン
や
お
も
と
な

ど
の
花
が
1
年
中
観
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。

昔
の
様
に
潮
干
狩
り
が
出
来
る
場
所
は
、
こ

の
南
国
で
も
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

で
も
高
鍋
町
の
海
岸
の
如
く
ア
サ
リ
が
採
れ
る

場
所
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
こ
こ
は
む
し

ろ
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ
カ
と
な
っ
て
若
者
が
集

い
ま
す
。
宮
崎
市
内
だ
と
有
名
な
観
光
地
の
青

島
の
手
前
を
流
れ
る
加
江
田
川
で
、
毎
年
ア
サ

青井岳温泉

花立公園

春のフローランテ宮崎

宮崎神宮・流鏑馬馬場

西都原古墳群
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が
あ
る
の
で
す
。
40
〜
50
年
前
の
一
ッ
葉
海
岸

と
云
え
ば
、
大
型
で
良
質
の
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ

グ
リ
が
た
く
さ
ん
採
れ
、
優
れ
た
碁
石
の
材
料

と
な
っ
て
い
た
事
は
、
今
の
若
者
た
ち
に
は
寝

耳
に
水
で
し
ょ
う
。
昨
今
は
浸
食
が
進
み
海
岸

線
も
狭
ま
っ
て
し
ま
い
、
海
に
入
る
事
さ
え
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
云
う
の
も
、
何
メ
ー
ト

ル
も
進
ま
な
い
う
ち
に
急
に
深
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら
で
、
更
に
場
所
に
よ
っ
て
潮
流

の
沖
合
へ
の
逆
流
現
象
さ
え
見
ら
れ
る
の
で
す
。

現
在
大
型
ホ
テ
ル
が
建
ち
、
ゴ
ル
フ
・
コ
ー
ス

リ
が
放
流
さ
れ
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

実
は
市
内
中
央
を
流
れ
る
大
淀
川
河
口
に
近
い

一
ッ
葉
海
岸
の
干
潟
で
も
、
結
構
採
れ
る
場
所

な
ど
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
の
一

帯
は
、
そ
の
当
時
何
千
本
も
の
松
林
に
囲
ま
れ

た
広
い
敷
地
で
、
林
の
中
で
マ
ツ
タ
ケ
狩
り
を

楽
し
ん
だ
と
云
う
話
も
今
や
伝
説
に
な
り
か
け

て
い
ま
す
。

豊
富
な
自
然
の
恵
み
を
他
県
で
も
共
有
し
て

頂
く
以
外
に
、
各
方
面
で
様
々
な
人
た
ち
が
宮

崎
県
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。
例
え
ば
毛
色
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
自

動
車
工
場
を
持
つ
全
国
的
に
有
名
な
通
称〝
フ

ェ
ラ
ー
リ
青
年
〞は
、シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ホ
テ
ル
の

駐
車
場
を
借
り
切
っ
て
、
九
州
全
域
は
お
ろ
か

関
西
か
ら
も
ス
ー
パ
ー
・
カ
ー
を
集
結
さ
せ
る

会
を
設
け
ま
し
た
。
時
に
低
い
爆
音
を
轟
か
せ

る
、
色
取
り
取
り
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
、
ラ
ン
ボ
ル

ギ
ー
ニ
、
ポ
ル
シ
ェ
な
ど
の
垂
涎
の
的
の
自
動

車
が
颯
爽
と
入
場
し
一
堂
に
会
す
る
、
年
一
回

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る
様
に
な
っ
て

既
に
3
年
経
過
し
ま
す
。

他
に
も
ご
紹
介
し
た
い
場
所
は
勿
論
、
自
慢

の
フ
ル
ー
ツ
や
焼
酎
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
独
断
と
偏
見
で
私
が
普
段
訪
れ

て
い
る
場
所
を
選
ん
で
お
り
ま
す
事
、
ど
う
か

お
許
し
下
さ
い
。
宮
崎
へ
お
越
し
の
際
に
は
、

是
非
地
元
の
観
光
協
会
や
案
内
所
、
雑
誌
等
で

お
好
み
の
場
所
を
選
ば
れ
て
、
四
季
を
通
じ
て

宮
崎
の
自
然
を
堪
能
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

干潟で潮干狩り ハマグリ、アサリなど

シェラトン・ホテル駐車場を彩るスーパー・カー

写真・文責：田中宏幸（宮崎市在住：paracheilinus@gmail.com）
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京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく

はミカン科キハダ属の雌雄異株の落
葉高木で、高さは10～20mにもなり
ます。日本全土、アジア東北部に分
布しています。一般に生薬としての
黄
おう

柏
ばく

は、キハダまたはその他同植物
の外皮を除いた鮮黄色の内樹皮を乾
燥させたものです。キハダの主要成
分としてベルベリン・パルマチン・
マグノフロリンなどのアルカロイド、苦み成分としてオバクノン・リモ
ニンなどがあり、薬理作用として健胃・抗消化性潰瘍作用・止瀉作用・
抗炎症作用・肝障害改善作用・利胆作用・抗菌作用などがあります。臨
床的には消炎・健胃・収斂・殺菌の作用があることから、昔から苦味健
胃整腸薬、外用消炎薬として用いられてきました。この黄

おう

柏
ばく

を主成分と
し千数百年の歴史を持つと言われる胃腸薬「陀

だ

羅
ら

尼
に

助
すけ

」は、奈良大
おお

峰
みね

山
さん

の開祖「役
えんの

行
ぎょう

者
じゃ

」が、当時疫病の流行により腹痛に苦しんでいた民衆を
黄
おう

柏
ばく

の煎じ液で治療し、その製法を伝えた薬と言われています。木
き

曽
そ

御
おん

嶽
たけ

にある「御神薬」とか「万病に効く腹薬」とか言われている「百
ひゃく

草
そう

」も、黄
おう

柏
ばく

を主成分としており、大峰山からの修験者により伝えられたようです。
漢方生薬としての黄

おう

柏
ばく

の効能は、腎
じん

経
けい

・胆
たん

経
けい

・膀
ぼう

胱
こう

経
けい

の経
けい

絡
らく

の熱を冷ま
し、湿を取り除く作用があるため、種々の漢方薬の構成生薬として使用
されています。またこの生薬末はお臍がジクジクしてなかなか治らない
時に、臍に振りかけて使用すると、数日の内に治癒させることが出来ま
すので試してみてください。漢方薬には、高血圧・動脈硬化・脳溢血・
吐血・下血・鼻出血・慢性胃炎・胃十二指腸潰瘍・自律神経失調症・不眠
症・皮膚掻痒症・各種湿疹などに使用される黄

おう

連
れん

解
げ

毒
どく

湯
とう

（黄芩3・黄連・黄
おう

柏
ばく

・梔子各2）、黄疸・皮膚掻痒症・宿酔（胃内停水）などに使用さ
れる梔

し

子
し

柏
はく

皮
ひ

湯
とう

（梔子3・黄
おう

柏
ばく

2・甘草1）、高血圧・動脈硬化症・慢性
腎炎などに使用する七

しち

物
もつ

降
こう

下
か

湯
とう

（当帰・川芎・芍薬・地黄各4・釣藤3・

黄耆・黄
おう

柏
ばく

各2）、下肢の発赤・腫脹・疼痛・熱感や下肢の軟弱無力・
歩行障害などに使用する二

に

妙
みょう

散
さん

（黄
おう

柏
ばく

・蒼朮各等分）、その他黄
おう

柏
ばく

を含む保険収載のエキス剤には温
うん

清
せい

飲
いん

・荊
けい

芥
がい

連
れん

翹
ぎょう

湯
とう

・柴
さい

胡
こ

清
せい

肝
かん

湯
とう

・滋
じ

陰
いん

降
こう

火
か

湯
とう

・清
せい

暑
しょ

益
えっ

気
き

湯
とう

・半
はん

夏
げ

白
びゃく

朮
じゅつ

天
てん

麻
ま

湯
とう

があります。

キハダ（黄
おう

柏
ばく

）

今回は蒼翠号なので、夏を感じさせる
生
しょう

薬
やく

をと考え、民間生
しょう

薬
やく

はナツハゼ、
漢方生

しょう

薬
やく

はキハダ（生薬名：黄
おう

柏
ばく

）を取
り上げます。

夏のキハダ

キハダの実

黄柏（キハダ）生薬と生薬末

春のキハダ

13
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薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物
はツツジ科スノキ属の落葉
樹で、夏頃より、ハゼの木

のように紅葉することから、ナツハゼと呼ばれ、北
海道から九州まで広範囲にわたり自生しています。
樹高は3mほどで、秋には、小さな種がある5mm程の
甘酸っぱい味の果実が濃紫色に熟します。スノキ属
植物の果実由来の抽出物は、発がん促進因子であ
るオルニチンデカルボキシラーゼ活性の誘導を抑制
することから、研究が重ねられフラボノイド等を含む
培養液が乳癌細胞の増殖を抑制していることが報
告されています。平成17年の宮崎大学農学部の高
木らの報告によると、アントシアニン含有量はラビッ
トアイ系ブルーベリーと在来野生種のナツハゼが高
い値を示し、ポリフェロール含有量においては、ナツ
ハゼが果実の中で最も多く、機能性評価の指標とさ
れる抗酸化能においては、ナツハゼ、シャシャンボ及
びラビットアイ系のブルーベリーが高かったとしてい
ます。また、福島県立医科大学微生物学講座と農
研機構の共同研究により、ブルーベリー類にはイン
フルエンザウイルス吸着阻害活性があり、また、総ポ
リフェノール含有と高い相関があることから、ナツハ
ゼの活性は高く、株が異なるインフルエンザウイルス
に対しても吸着阻害活性を有し、加熱してもその効
果は失われない性質をもつことから、抗インフルエ
ンザウイルス作用が存在するとしています。このよう
な研究報告より、抗酸化作用によるガン予防、イン
フルエンザ予防としてはもちろん、目の健康にも効
果抜群のナツハゼ酒などを作って食前酒として楽し
んでみてはいかがでしょうか。（なかなか美味で、実
際目の疲れが取れます！！。）

● 漢方生薬エキス（黄柏を含有）

黄
おう

連
れん

解
げ

毒
どく

湯
とう

梔
し

子
し

柏
はく

皮
ひ

湯
とう

七
しち

物
もつ

降
こう

下
か

湯
とう

荊
けい

芥
がい

連
れん

翹
ぎょう

湯
とう

清
せい

暑
しょ

益
えっ

気
き

湯
とう

実をつけたナツハゼ

熟し始まった実

ナツハゼ酒濃紫色に熟した実

ナツハゼ



私
は
高
校
1
年
の
頃
か
ら
オ
ー
デ
ィ
オ
に
興

味
を
持
ち
、
ス
テ
レ
オ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
自
作
や

F
M
放
送
の
エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
、
ま
た
マ
イ
ク
と

テ
ー
プ
デ
ッ
キ
な
ど
を
持
っ
て
生
録
会
に
参
加

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
次
々
と
発
表
さ
れ
る
オ

ー
デ
ィ
オ
機
器
の
カ
タ
ロ
グ
を
集
め
て
は
そ
の

性
能
を
表
す
数
値
の
比
較
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。

そ
の
様
な
、
表
示
性
能
の
数
値
を
追
い
か
け
て

い
た
頃
、
測
定
値
で
は
な
く
聴
覚
を
基
準
と
し

て
音
質
を
評
価
し
て
い
た
の
が
、
岡
山
市
の
楽

器
店
で
オ
ー
デ
ィ
オ
担
当
だ
っ
た
川
口
高
史
氏

で
あ
る
。
以
来
、
川
口
氏
と
は
現
在
ま
で
約
35

年
間
の
交
流
が
続
い
て
い
る
。

川
口
氏
は
、
多
数
の
プ
ロ
の
演
奏
家
の
録
音

や
C
D
作
成
な
ど
、
一
流
演
奏
家
に
よ
る
生
の

演
奏
に
接
す
る
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
、
生
の

音
を
再
生（
原
音
再
生
）す
る
こ
と
を
目
標
に
、

音
源
や
方
法
に
捉
わ
れ
な
い
、
自
分
の
聴
覚
を

基
準
と
し
て
の
揺
る
が
な
い
評
価
方
法
を
持
っ

て
い
た
。
ま
た
、
オ
ー
デ
ィ
オ
を
趣
味
と
す
る

我
々
に
し
っ
か
り
と
し
た
助
言
を
与
え
て
く
れ
、

氏
の
信
念
に
基
づ
い
た
自
信
の
あ
る
言
葉
に
は

多
く
の
オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア
が
惹
き
付
け
ら
れ

て
き
た
。

現
在
は
、
デ
ジ
タ
ル
音
源
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
ア
ナ
ロ
グ
音
源
と
し
て
の
レ
コ
ー
ド
が
見

直
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
ア
ナ
ロ
グ
を
賛
美

し
、
デ
ジ
タ
ル
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
意
見

アナログも

  デジタルも

オーディオ趣味

鳥取県東部医師協同組合

山
や ま

本
も と

　尚
たかし
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オーディオ趣味

再
生
に
足
る
音
質
の
も
の
が
少
な
い
こ
と
に
気

付
い
た
。
そ
れ
は
、
録
音
方
法
が
デ
ジ
タ
ル
で

あ
っ
て
も
良
い
音
質
の
音
源
に
な
る
と
は
限
ら

な
い
。
ま
た
市
販
C
D
の
場
合
そ
の
C
D
製
品

化
の
プ
ロ
セ
ス
で
の
音
質
劣
化
も
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
川
口
氏
は
、
ア
ナ
ロ
グ
録
音
さ
れ
た

音
源
の
方
が
デ
ジ
タ
ル
録
音
さ
れ
た
音
源
よ
り

良
い
音
質
の
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
記
録
方
法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、

本
当
の
良
質
の
録
音
音
源
を
捜
す
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
行
き
つ
い
た
の
が
レ
コ
ー
ド
の
初
期
盤

の
も
の
で
あ
る
。
レ
コ
ー
ド
の
初
期
盤
と
は
、

生
演
奏
を
録
音
し
た
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
を
も
と

に
カ
ッ
テ
イ
ン
グ
マ
シ
ン
で
削
ら
れ
た
原
盤
か

ら
最
初
に
プ
レ
ス
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。

氏
が
勧
め
る
レ
ー
ベ
ル
と
し
て
1
9
5
0
年

代
に
録
音
さ
れ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ス
プ

ラ
フ
ォ
ン
社
や
旧
東
ド
イ
ツ
の
エ
テ
ル
ナ
社
の

L
P
が
あ
る
。
1
9
5
0
年
代
録
音
の
ゲ
バ
ン

ト
ハ
ウ
ス 
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

交
響
全
曲
集
を
エ
テ
ル
ナ
社
の
初
期
盤
と
国
内

プ
レ
ス
盤
を
聞
き
比
べ
て
み
た
。
初
期
盤
は
バ

イ
オ
リ
ン
の
パ
ー
ト
が
き
れ
い
に
分
解
さ
れ
て

低
音
が
充
分
に
広
が
る
堂
々
と
し
た
演
奏
に
聞

こ
え
た
。
一
方
国
内
で
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
か
ら

カ
ッ
テ
イ
ン
グ
さ
れ
た
も
の
は
高
音
の
解
像
度

が
悪
く
て
一
塊
に
な
っ
て
聞
こ
え
て
騒
々
し
い

音
質
に
な
っ
て
い
た
。

も
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
川
口
氏
に
L
P
や

テ
ー
プ
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
音
源
と
、
C
D
を
中

心
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
音
源
や
そ
の
再
生
機
器
に

対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
み
た

（
写
真
1
）。

15
年
前
に
C
D
の
評
価
を
確
立

川
口
氏
は
、
意
外
な
こ
と
に
約
17
年
前
に
録

音
か
ら
記
録
媒
体
ま
で
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
を
取
り

入
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
1
9
9
5
年
に
シ

ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
教
会
で
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

テ
ー
プ
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
録
音
を
行
い
C
D
化

し
て
発
売
し
た
。
翌
1
9
9
6
年
に
今
度
は
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
で
デ
ジ
タ
ル
録
音
し
た

も
の
を
C
D
化
し
て
発
売
と
い
う
フ
ル
デ
ジ
タ

ル
録
音
を
経
験
、
そ
の
結
果
、
作
成
さ
れ
た

C
D
は
ア
ナ
ロ
グ
録
音
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
に

遜
色
の
な
い
音
質
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
、
フ

ル
デ
ジ
タ
ル
録
音
と
再
生
へ
の
移
行
を
行
お
う

と
し
て
い
た（
写
真
2
）。

良
い
音
質
の
音
源
と
は

そ
の
頃
市
販
さ
れ
て
い
る
C
D
の
中
に
原
音
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S
／
N
比
が
改
善
す
る
と
い
う
、
良
い
デ
ー
タ

を
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
N
F
を
掛
け

る
と
全
音
域
を
抑
え
る
こ
と
に
な
り
、
迫
力
や

み
ず
み
ず
し
さ
は
失
わ
れ
、
音
質
は
低
下
し
て

い
く
と
い
う
の
が
氏
の
考
え
で
あ
る
。

そ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
氏
が
以
前
か
ら
オ

ル
ゴ
ー
ル
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

オ
ル
ゴ
ー
ル
は
音
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
他
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
聴
取
す
る
と
い

う
最
も
シ
ン
プ
ル
な
構
成
の
再
生
装
置
で
あ
る
。

そ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
シ
ン
プ
ル
な
シ
ス
テ
ム
が
、

氏
の
再
生
装
置
に
対
す
る
基
本
的
な
姿
勢
に
合

致
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（
写
真
5
）。

素
材
の
良
さ

そ
こ
で
、
川
口
氏
は
ひ
ず
み
の
少
な
い
高
品

質
の
部
品
を
使
う
こ
と
に
よ
り
総
合
的
な
ひ
ず

み
を
減
ら
す
ア
ン
プ
を
作
成
し
て
い
る
。
カ
ワ

グ
チ
オ
ー
デ
ィ
オ
の
視
聴
室
で
、
氏
作
成
の
シ

ン
プ
ル
な
構
成
が
特
徴
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ア
ン

プ
と
ロ
ー
サ
ー
P
M
4
使
用
の
バ
ス
レ
フ
方
式

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ピ
ー
カ
ー
を
聞
い
た
。
C
D
、

テ
ー
プ
、
レ
コ
ー
ド
と
各
音
源
そ
れ
ぞ
れ
を
十

分
に
鳴
ら
し
き
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
、
素

晴
ら
し
い
分
解
能
と
十
分
に
広
い
音
域
再
生
に

よ
り
美
し
い
音
を
聞
か
せ
て
い
た
。

L
P
の
初
期
盤
が
す
べ
て
良
い
音
質
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
良
い
音
質
の
C
D

を
捜
す
よ
り
も
見
つ
け
や
す
い
。
こ
れ
は
、
そ

れ
が
作
成
さ
れ
た
時
代
の
録
音
や
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ス
に
お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
自
体
が
単
純
な
こ

と
に
よ
る
恩
恵
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
ロ
シ

ア
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ハ
イ
ヘ
ッ
ツ
が
演
奏

す
る
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
の
L
P
の
初
期
版
を
聞
く
と
、
定
評
通

り
の
素
晴
ら
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
豊
か
な
音
楽

性
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る（
写

真
3
、
4
）。

測
定
器
の
弊
害

D
IST
O
RT
IO
N
 &
 N
O
ISE M

ET
ER

一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
を
購
入

す
る
と
き
に
最
も
気
に
な
る
の
が
、
S
/
N
比

と
周
波
数
帯
域
の
数
値
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
高

精
度
の
ひ
ず
み
率
測
定
器
に
よ
り
素
晴
ら
し
く

改
善
し
て
お
り
、
す
で
に
人
間
の
聴
覚
を
越
え

た
基
準
に
達
し
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
再
生
音

で
は
楽
器
の
持
っ
て
い
る
生
々
し
さ
が
失
わ
れ

て
音
質
は
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ひ
ず
み

率
を
改
善
す
る
た
め
に
用
い
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ 

フ
ィ
―
ド
バ
ッ
ク（
N
F
）に
よ
る
弊
害
だ
と
氏

は
言
う
。
N
F
は
全
音
域
に
影
響
し
て
見
か
け

上
の
周
波
数
帯
域
が
広
が
り
、
ノ
イ
ズ
が
減
り
、
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オーディオ趣味

川
口
氏
は
、
評
判
が
良
い
も
の
で
も
自
分
の

耳
で
確
か
め
て
、メ
ー
カ
ー
、ブ
ラ
ン
ド
、価
格
、

世
評
な
ど
に
左
右
さ
れ
な
い
評
価
を
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
る
。

今
後
も
、
ひ
ず
み
の
少
な
い
良
質
な
部
品
を

使
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
回
路
や
仕
組
み
で
構
成
し
、

N
F
を
か
け
な
く
て
も
十
分
に
ひ
ず
み
の
小
さ

い
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ア
ン
プ
の

制
作
を
計
画
し
て
い
る（
写
真
6
、
7
、
8
）。

最
後
に
氏
が
聴
覚
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て

語
っ
た
次
の
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

「
人
間
の
聴
覚
は
素
晴
ら
し
い
。
20
〜

2
0
0
0
0
H
z
と
い
う
自
然
界
の
ほ
と
ん
ど

の
音
に
よ
る
情
報
を
入
手
で
き
る
、
一
番
退
化

し
て
い
な
い
感
覚
器
で
あ
る
。
器
械
で
測
定
で

き
な
い
音
質
の
差
が
分
か
る
。
」

川
口
高
史

カ
ワ
グ
チ
オ
ー
デ
ィ
オ

岡
山
県
赤
磐
市
馬
屋276

☎086-229-2260
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ら
出
ず
、
直
接
ボ
ー
ル
を
打
つ
と
ト
ッ
プ
し
て

大
オ
ー
バ
ー
の
O
B
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
シ
ョ
ッ
ト
の
ダ
フ
リ
や
ト
ッ
プ
が
紙
一
重

の
シ
ョ
ッ
ト
に
影
響
し
ま
す
ね
。

バ
ン
カ
ー
は 

入
れ
た
ら
最
後 

ア
リ
地
獄

バ
ン
カ
ー
の
苦
手
な
ゴ
ル
フ
ァ
ー
多
い
で
す

ね
。
特
に
あ
ご
の
高
い
バ
ン
カ
ー
は
打
て
ば
打

つ
ほ
ど
足
跡
に
入
り
、
ア
リ
地
獄
の
よ
う
に
だ

ん
だ
ん
出
に
く
く
な
り
ま
す
。

二
日
酔
い 

下
を
向
け
な
い 

も
ど
し
そ
う

二
日
酔
い
の
次
の
日
の
ゴ
ル
フ
は
、
下
を
向

く
と
昨
夜
の
お
酒
が
も
ど
っ
て
き
そ
う
で
、
パ

ッ
テ
ン
グ
の
時
エ
ズ
い
て
、
も
ど
し
そ
う
で
涙

し
て
い
る
人
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
前
日
の
痛
飲
は
程
々
に
し
ま
し
ょ
う
、

本
当
に
つ
ら
い
で
す
よ
。

タ
ラ
レ
バ
の

　
ゴ
ル
フ
で
い
つ
も 

シ
ン
グ
ル
に

あ
の
時
パ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
た
ら
、
あ
の
時

O
B
で
な
か
っ
た
ら
、
等
と
タ
ラ
レ
バ
を
言
い

出
し
た
ら
誰
で
も
シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な

れ
ま
す
よ
ね
。

今
回
で
ゴ
ル
フ
川
柳
は
一
応
最
終
回
に
な
り

ま
す
。
前
回
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
ゴ
ル
フ
は

何
時
ま
で
経
っ
て
も
何
故
上
手
く
な
ら
な
い
の

か
が
、
永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
ね
。

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
時
は
、
一
時
的
に
上
手

く
な
る
の
で
す
が
、
一
晩
寝
て
し
ま
う
と
ま
た

元
の
木
阿
弥
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
は
人
生
と
同
じ
で
、
順
風
満
帆
な
の

は
ほ
ん
の
一
瞬
で
、
あ
と
は
苦
難
の
連
続
で
す
。

日
本
の
経
済
も
や
っ
と
景
気
が
上
向
い
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
ほ
ん
の
一
瞬
で
終
わ
ら
な
い

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
の
日
か
こ
の
苦
難
を
、
懐
か
し

く
思
い
出
せ
る
よ
う
な
ゴ
ル
フ
、
人
生
、
経
済

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

バ
ン
カ
ー
の 

足
跡
憎
し 

ホ
ー
ム
ラ
ン

こ
ん
な
状
況
多
い
で
す
ね
。
ま
と
も
に
足
跡

に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ボ
ー
ル
を
、
つ
い
思
い
切

り
打
っ
て
し
ま
い
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
バ
ン
カ
ー
は

縛
麗
に
な
ら
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
誰
だ
、
こ

ん
な
な
ら
し
か
た
し
た
や
つ
は
！

バ
ン
カ
ー
は 

ダ
フ
リ
ト
ッ
プ
の 

交
差
点

バ
ン
カ
ー
は
ダ
フ
リ
過
ぎ
る
と
バ
ン
カ
ー
か

還
暦
の 

手
習
い
ゴ
ル
フ 

様
に
な
り

還
暦
を
過
ぎ
て
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
人
、
ゴ
ル

フ
に
対
す
る
情
熱
が
ほ
と
ば
し
り
、
練
習
時
間

が
た
っ
ぷ
り
、
そ
し
て
練
習
熱
心
で
古
参
ゴ
ル

フ
ァ
ー
よ
リ
筋
が
よ
さ
そ
う
な
人
を
見
か
け
ま

す
。
ゴ
ル
フ
の
上
達
に
は
、
や
は
り
年
数
よ
り

情
熱
と
密
度
で
す
ね
。

ゴ
ル
フ
で
は 

宴
会
ほ
ど
に 

も
て
は
せ
ず

宴
会
で
は
や
た
ら
元
気
に
な
り
、
全
て
を
取

り
仕
切
り
、
司
会
進
行
、
カ
ラ
オ
ケ
、
お
酌
ま

で
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
の
よ
う
に
走
リ
回
り
、
女

性
か
ら
も
大
人
気
で
モ
テ
モ
テ
、
こ
ん
な
人
い

ま
す
ね
。

そ
れ
が
ゴ
ル
フ
に
な
る
と
ナ
メ
ク
ジ
に
塩
の

よ
う
に
シ
ュ
ン
と
な
っ
て
大
人
し
く
、
目
立
た

な
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
。

人
に
は
得
て
不
得
手
が
あ
る
よ
う
で
す
…
。

レ
ッ
ス
ン
を

　
受
け
て
も
無
駄
と 

プ
ロ
が
言
い

殆
ど
の
プ
ロ
は
何
か
良
い
所
を
伸
ば
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
先
週
レ
ッ
ス
ン

し
た
こ
と
が
、
全
く
で
き
て
い
な
い
、
い
つ
ま

こ
れ
で
ネ
タ
切
れ
川
柳

3

ゴルフ川柳

城
陽
市
／
岡
田
診
療
所
　
岡お

か

田だ 

勝か
つ

彦ひ
こ

イ
ラ
ス
ト（
ス
ケ
ッ
チ
エッ
セ
イ
ス
ト
　
大
森
俊
次
）

ゴルフ川柳
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ゴルフ川柳③

す
が
、
で
も
最
後
は
や
は
り
ア
プ
ロ
ー
チ
と
パ

ッ
ト
に
尽
き
ま
す
ね
。

お
お
タ
タ
キ 

妻
と
カ
ラ
ス
が 

嘲
笑
い

何
年
ゴ
ル
フ
や
っ
て
い
る
の
！
い
つ
に
な
っ

た
ら
1
0
0
を
切
る
の
、
素
質
と
セ
ン
ス
が
ま

る
で
な
い
よ
ね
、
と
妻
に
小
言
を
言
わ
れ
、
カ

ラ
ス
ま
で
嘲
笑
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

百
タ
タ
キ 

言
い
訳
ゴ
ル
フ 

五
十
肩

1
0
0
以
上
た
た
く
と
肩
が
痛
か
っ
た
の
で

大
タ
タ
キ
し
た
と
言
う
人
い
ま
す
ね
、こ
ん
な
人

は
何
時
も
ど
こ
か
が
痛
い
と
言
っ
て
い
ま
す
…
。

百
切
れ
ず 

言
い
訳
ゴ
ル
フ 

ネ
タ
切
れ
に

1
0
0
タ
タ
キ
の
言
い
訳
を
何
時
も
言
っ
て

い
る
の
で
、
ネ
タ
切
れ
に
な
っ
て
困
っ
て
い
る

ゴ
ル
フ
ァ
ー
見
か
け
ま
す
ね
。

全
て
1
0
0
タ
タ
キ
は
所
詮
実
力
な
ん
で
す
よ
。

初
め
て
の 

エ
ー
ス
寝
ぼ
け
て 

夢
の
中

初
め
て
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
、
夢
の
中
に

も
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
て
き
て
、
夢
と
現
実

が
混
乱
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

四
度
目
の 

エ
ー
ス
間
違
い 

拍
子
で
す

4
回
目
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
し
た
時
、
こ

れ
は
神
の
悪
戯
、
間
違
い
、
チ
ョ
ッ
ト
し
た
拍

子
で
入
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
プ
ロ
で
も
そ
ん
な
に
や
っ
て
い

な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
技
量
と

ア
プ
ロ
ー
チ

　
ト
ッ
プ
ダ
フ
リ
に 

シ
ャ
ン
ク
ま
で

ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ョ
ッ
ト
で
、
こ
こ
で
寄
せ
ワ

ン
を
意
識
し
て
、
う
ま
く
打
っ
た
つ
も
り
が
ト

ッ
プ
に
な
り
、
次
の
シ
ョ
ッ
ト
で
ダ
フ
リ
、
最

後
に
シ
ャ
ン
ク
し
て
大
タ
タ
キ
の
経
験
あ
り
ま

せ
ん
か
、
こ
こ
一
発
で
寄
せ
ら
れ
る
の
が
上
級

者
で
す
よ
ね
。

O
B
の 

ボ
ー
ル
探
し
て 

タ
ラ
の
芽
取
り

春
は
ゴ
ル
フ
に
胸
が
躍
り
ま
す
ね
。
新
芽
が

息
吹
き
、
O
B
ボ
ー
ル
を
探
し
な
が
ら
タ
ラ
の

芽
を
見
つ
け
、
夢
中
に
な
っ
て
採
っ
て
し
ま
い

ボ
ー
ル
探
し
は
ど
こ
へ
や
ら
…
。

飛
距
離
よ
り

　
そ
れ
よ
り
寄
せ
と 

パ
ッ
テ
ィ
ン
グ

飛
距
離
は
出
る
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま

で
た
っ
て
も
前
に
進
ま
な
い
初
心
者
い
ま
す
ね
、

プ
ロ
も
お
手
上
げ
で
す
…
。

手
を
変
え
て 

品
を
変
え
て
も 

同
ス
コ
ア

打
ち
方
を
変
え
た
り
、
グ
リ
ッ
プ
を
変
え
た

り
、
ス
タ
ン
ス
を
変
え
た
り
、
ク
ラ
ブ
を
全
部

変
え
た
り
し
て
も
、
ス
コ
ア
は
変
わ
ら
な
い
経

験
あ
り
ま
せ
ん
か
?

そ
れ
で
は
何
を
変
え
た
ら
上
手
く
な
る
の
で

し
ょ
う
か
ね
…
。

城
陽
C
C（
18
番
ホ
ー
ル
）
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は
全
く
関
係
な
い
よ
う
で
す
ね
。

四
度
目
の 

エ
ー
ス
で
後
が 

気
懸
か
り
に

一
応
保
険
に
は
入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ま

た
同
じ
よ
う
に
記
念
品
、
祝
賀
コ
ン
ペ
と
繰
り

返
す
こ
と
が
、
な
ん
と
煩
わ
し
い
こ
と
か
…
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
し
て
い
な
い
人
が
羨
ま
し
い
。

五
回
目
の 
エ
ー
ス
は
無
理
よ 

墓
の
中

遂
に
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
5
回
目
も
達
成
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
4

回
で
打
ち
止
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う

こ
の
世
に
い
な
い
か
も
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

で
も
元
気
で
5
回
目
も
や
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
、

損
保
さ
ん
御
免
な
さ
い
。

五
回
目
の 

エ
ー
ス
で 

損
保
に
疑
わ
れ

5
回
目
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
電
話
を
か
け

た
時
、〝
ま
た
で
す
か
〞の
応
対
に
、
ひ
ょ
っ
と

し
て
疑
わ
れ
て
い
る
の
か
も
と
?
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
こ
れ
で
打

ち
止
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

五
回
目
の 

エ
ー
ス
は
冥
土
の 

置
き
土
産

5
回
目
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
、冥
土
へ
の
置

き
土
産
と
し
て
大
切
に
取
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

五
回
目
の 

エ
ー
ス
で
今
も 

生
き
て
い
る

5
回
目
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
打
ち
止
め
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
一
杯
、

保
険
金
を
1
0
0
万
円
に
U
P
し
て
6
回
目
を

虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
代 

事
業
仕
訳
で 

減
り
続
け

給
料
も
上
が
ら
ず
、
ボ
ー
ナ
ス
も
減
っ
て
、

家
計
も
苦
し
く
な
り
何
れ
消
費
税
の
導
入
と
、

ゴ
ル
フ
代
も
仕
分
け
さ
れ
て
減
り
続
け
ま
す
、

こ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
で
す
ね
。
月
一
の

ゴ
ル
フ
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

ド
ラ
コ
ン
も

　
上
が
っ
て
み
れ
ば 

た
だ
の
ダ
ボ

ド
ラ
コ
ン
ホ
ー
ル
で
思
い
が
け
な
く
恐
ろ
し

く
飛
ん
で
し
ま
っ
て
、〝
ど
や
顔
〞で
ド
ラ
コ
ン

を
ゲ
ッ
ト
し
た
の
は
い
い
が
、
力
が
入
り
過
ぎ

て
チ
ョ
ロ
、
ま
た
チ
ョ
ロ
で
上
が
っ
て
み
れ
ば

た
だ
の
ダ
ボ
。
こ
れ
が
普
通
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で

し
ょ
う
ね
。

ド
ラ
コ
ン
も 

三
打
地
点
で 

負
け
て
い
る

久
し
ぶ
り
に
ド
ラ
コ
ン
を
ゲ
ッ
ト
し
て
、
力

一
杯
振
り
回
し
た
ボ
ー
ル
は
大
ス
ラ
イ
ス
で
、

あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
行
き
、
三
打
地
点
で

は
す
で
に
か
な
り
離
さ
れ
負
け
て
い
る
こ
の
悔

し
さ
！

服
装
は 

セ
ン
ス
一
流 

腕
三
流

カ
ッ
コ
い
い
ブ
ラ
ン
ド
の
ゴ
ル
フ
ウ
エ
ア
に

身
を
包
み
、
さ
っ
そ
う
と
現
れ
た
と
こ
ろ
ま
で

は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
で
空

振
り
、
そ
の
あ
と
チ
ョ
ロ
で
は
ブ
ラ
ン
ド
の
ウ

エ
ア
が
泣
い
て
い
ま
す
ね
。

ド
ラ
イ
バ
ー

　
飛
距
離
と
尿
飛
び 

比
例
せ
り

年
齢
を
重
ね
て
く
る
と
、
夜
間
の
頻
尿
、
尿

の
出
が
悪
く
な
り
、
尿
に
勢
い
が
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
す
べ
て
老
化
現
象
で
避
け
て

通
れ
な
い
悲
し
い
現
実
で
す
ね
。
若
い
こ
ろ
は

尿
が
遠
く
に
飛
ん
で
い
た
の
が
、
年
齢
と
共
に

飛
ば
な
く
な
っ
て
い
ま
す
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
も

同
じ
よ
う
に
段
々
飛
ば
な
く
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

そ
の
分
ア
プ
ロ
ー
チ
や
パ
ッ
ト
で
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！

琵
琶
湖
C
C（
三
上
コ
ー
ス 

8
番
ホ
ー
ル
）
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紀
州
白
浜
温
泉
の
名
を
一
度
は
耳
に
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
う
。
道
後
、
有
馬
と
並
び
日
本
三
古
湯

に
、
ま
た
、
別
府
、
熱
海
と
共
に
日
本
三
大
温
泉
地

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

紀
伊
半
島
の
南
端
近
く
に
位
置
し
、
J
R
新
大
阪

か
ら
直
通
特
急
で
約
2
時
間
、
東
京
羽
田
か
ら
は
1

日
3
便
の
J
A
L
定
期
便
で
60
分
、
自
動
車
道
の
整

備
で
京
阪
神
か
ら
約
2
時
間
半
と
ア
ク
セ
ス
も
大
変

便
利
に
な
っ
て
い
る
。

白
浜
温
泉
の
歴
史
は
、
千
年
以
上（
飛
鳥
・
奈
良
朝

時
代
）前
か
ら
、「
牟む

婁ろ

の
温い

で

湯ゆ

」「
紀き

の
温い

で

湯ゆ

」と
し

て
多
く
の
天
皇
、
貴
族
に
愛
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て

い
る
。
町
の
歴
史
記
録
で
は
、
斉
明
・
持
統
・
文
武
天

皇
や
、
有
馬
皇
子
、
中
大
兄
皇
子
の
来
賀
が
見
ら
れ

る
。
現
在
の
白
浜
と
い
う
名
は
昭
和
15
年
の
町
制
施

行
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
文
字
通
り
白
砂
青
松
の
地
で

あ
る
。
良
質
か
つ
豊
富
な
温
泉
に
恵
ま
れ
、
交
通
機

関
の
発
達
と
共
に
近
年
ま
す
ま
す
観
光
地
と
し
て
栄

え
、
海
外
旅
行
が
気
軽
に
な
る
以
前
は
関
西
の
新
婚

旅
行
の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
白
浜
を
楽
し
む
に
は
町
内
の
温
泉
旅
館
で

夫
々
趣
向
を
凝
ら
し
た
温
泉
と
黒
潮
が
生
ん
だ
海
の

幸
を
満
喫
す
る
も
よ
し
、
町
内
に
散
在
す
る
外
湯
で

観
光
の
疲
れ
を
癒
す
の
も
趣
が
あ
る
。
私
達
も
和
歌

山
市
か
ら
日
帰
り
で
観
光
・
ゴ
ル
フ
に
白
浜
を
訪
れ

た
時
に
は
、
外
湯
も
帰
路
の
楽
し
み
の
一
つ（
白
浜

温
泉
外
湯
で
検
索
、
写
真
①
〜
⑤
）。

温
泉
・
グ
ル
メ
を
堪
能
す
る
だ
け
で
は
な
く
、ぜ
ひ

立
ち
寄
り
を
お
勧
め
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
幾
つ
か
ご
紹

介
し
て
お
く
。
黒
潮
の
自
然
が
生
ん
だ
絶
景
ポ
イ
ン

ト
は
先
ず
三
段
壁（
写
真
⑥
）。
長
さ
2
㎞
、
高
さ
50

海、温泉、癒しの楽園 白
し ら

浜
は ま

温
お ん

泉
せ ん

（和歌山県）
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│
60
ｍ
の
断
崖
で
、
高
さ
と
海
流
の
速
さ
か
ら
自
殺

の
名
所
と
も
い
わ
れ
た
が
、
町
や
関
係
団
体
の
努
力

で
最
近
は
激
減
し
て
い
る
。
ま
た
、
断
崖
の
鑑
賞
と

共
に
36
ｍ
下
の
海
蝕
洞
窟
も
ぜ
ひ
見
学
し
て
頂
き
た

い
ス
ポ
ッ
ト
。
三
段
壁
の
近
く
に
は
千
畳
敷
が
あ
る

（
写
真
⑦
）。
太
平
洋
に
面
し
た
ス
ロ
ー
プ
状
岩
盤
で

砂
岩
が
波
に
浸
食
さ
れ
て
出
来
上
が
っ
た
景
勝
で
あ

る
。
台
風
接
近
時
に
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
る
が
、

T
V
局
な
ど
の
台
風
中
継
で
は
よ
く
登
場
す
る
ス
ポ

ッ
ト
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
が
円

月
島（
写
真
⑧
）。
臨
海
湾
の
小
島
で
正
式
名
は
高
嶋
、

中
央
部
に
海
蝕
洞
窟
が
あ
り
、
夕
日
の
鑑
賞
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
有
名
。
最
近
橋
部
の
浸
食
や
耐
震
性
か
ら

補
強
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
他
に
も
足
を
運
び
た
い
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な

ど
が
あ
る（
写
真
⑨
）。
詳
細
な
説
明
は
紙
面
の
都
合

で
省
く
が
、
白
浜
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ン
ド
は
松
下
幸
之

助
が
設
立
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
去
・
現
在
・
未
来
と

大
切
さ
を
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
家
族
向
け
設
備
。
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
は
パ
ン
ダ
の
飼
育
数
で
有

名
、
野
生
動
物
の
自
然
な
姿
に
触
れ
た
り
イ
ル
カ
シ

ョ
ー
も
楽
し
め
る
一
大
パ
ー
ク
で
あ
る
。
男
女
和
合

の
神
秘
に
触
れ
た
い
向
き
に
は
、
白
浜
美
術
館
見
学

と
隣
接
す
る
歓
喜
神
社
参
拝
が
お
勧
め
。
最
後
に
著

者
が
お
勧
め
し
た
い
の
は
南み

な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

記
念
館（
写
真

⑩
）。
和
歌
山
県
が
生
ん
だ
植
物
学
・
民
俗
学
の
巨
星
、

南
方
熊
楠
の
業
績
・
生
涯
の
全
て
が
学
べ
る
。こ
の
記

念
館
の
す
ぐ
近
く
に
京
都
大
学
白
浜
水
族
館
が
あ
り
、

沖
縄
美
ら
海
や
大
阪
海
遊
館
程
の
雄
大
さ
は
な
い
が
、

南
紀
の
海
の
生
き
物
の
展
示
は
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

さ
ら
に
時
間
的
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
Ｒ
42
を
南
下
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す
れ
ば
、
枯
れ
木
灘
の
素
晴
ら
し
い
海
岸
線
を
通
り
、

周
参
見
を
経
て
本
州
最
南
端
潮
岬
ま
で
見
所
満
載
、

紀
伊
大
島
に
渡
り
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ウ
ル
ル
号
の

遭
難
記
念
館
も
ぜ
ひ
一
度
は
訪
問
し
て
頂
き
た
い
。

足
に
自
信
が
あ
る
向
き
に
は
、
世
界
遺
産
熊
野
古
道

「
大
辺
路
」散
策
で
歴
史
に
触
れ
る
の
も
一
興
か
。

以
上
和
歌
山
在
住
者
の
独
断
と
偏
見
で
白
浜
を
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
稿
を
終
わ
る
に
あ
た
り
、

資
料
提
供
等
全
面
的
に
ご
協
力
を
頂
い
た
白
浜
町
役

場
観
光
課
に
心
か
ら
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

 

（
文
責
：
三
好　

壮
一
）

http://w
w
w
.tow
n.shiraham

a.w
akayam

a.jp
TEL 0739-43-5555

ア
ク
セ
ス

東
京（
羽
田
）⇒

南
紀
白
浜〝
約
75
分
〞

東
京（
羽
田
空
港
）か
ら
南
紀
白
浜
空
港
ま
で
、
約
75
分
。

空
港
か
ら
白
浜
温
泉
ま
で
、タ
ク
シ
ー
で
約
5
分
。

く
ろ
し
お
号
な
ら
、
京
都・新
大
阪
か
ら一直
線
！

●
J
R
京
都
駅
か
ら
白
浜
駅
ま
で
、
約
2
時
間
50
分
。

●
J
R
新
大
阪
駅
か
ら
白
浜
駅
ま
で
、約
2
時
間
15
分
。
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写真⑦ 千畳敷

写真⑧ 円月島の夕日

写真⑩

写真⑥ 三段壁

高
野
山

和
歌
山 五

條

奈良王寺

大阪

新大阪 京都 名古屋

天王寺 関

高
田

本
宮

新
宮

津

松
阪

紀
勢
大
内
山
Ｉ
Ｃ

伊
勢
Ｉ
Ｃ

伊勢関ＩＣ

羽田空港南紀白浜
空港

関西国際空港

南紀田辺ＩＣ

亀山ＩＣ

勢
和
多
気
Ｊ
Ｃ
Ｔ

松
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ

高野龍神
スカイライン

新幹線

湯浅御坊道路

阪和
自動
車道

ＪＲ阪
和線

東名
阪

紀伊田辺 紀伊勝浦

串本

白浜

伊
勢
自
動
車
道

写真⑨
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こ
れ
が
ま
あ
終
の
住
み
家
か
？

花
一
杯
の
吾
が
庭
を
見
る
今
年

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

京
都
保
事
協
　
松ま

つ

井い 

昭あ
き

男お

ス
ケ
ッ
チ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
　
大
森
俊
次

旅
の
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ

色
々
と
世
界
各
国
を
廻
っ
た
様
な
顔
を
し
て

関
西
落
語
的
馬
鹿
話
を
し
て
来
た
が
、
そ
ろ
そ

ろ
書
い
て
い
る
本
人
の
意
識
が
現
世
と
あ
の
世

を
往
復
し
か
け
て
い
る
傾
向
が
出
て
き
た
様
で

あ
る
。
末
期
高
齢
者
に
と
っ
て
生
命
を
終
え
る

迄
落
ち
着
く
先
は
住
み
慣
れ
た
我
が
家
が
一
番

で
あ
る
が
、
我
が
家
に
落
ち
着
い
て
み
る
と
健

康
状
態
を
考
え
て
遊
び
に
行
き
た
い
所
へ
も
行

け
な
く
な
っ
て
い
る
し
、
自
分
の
居
間
兼
書
斎

に
蟄
居
す
る
よ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

長
年
色
々
な
業
務
や
雑
用
に
追
い
掛
け
ら
れ

て
ユ
ッ
ク
リ
と
居
間
に
落
ち
着
く
暇
も
な
か
っ

た
が
、
八
十
歳
台
も
半
ば
を
越
し
て
手
術
を
受

け
幸
い
に
も
命
拾
い
し
た
上
、重
い
痴
呆
症（
認

知
症
）に
も
罹
ら
ず
自
宅
の
居
間
で
毎
日
を
過

ご
す
様
に
な
っ
て
初
め
て
の
春
を
迎
え
た
。
寒

い
間
は
掘
り
炬
燵
に
下
半
身
を
埋
め
て
療
養
の

名
の
下
に
一
日
一
日
を
過
し
て
い
た
。

立
春
を
過
ぎ
て
も
余
り
暖
か
く
な
ら
な
い
毎

日
で
あ
っ
た
が
、
十
年
程
前
に
植
え
て
最
近
頓

に
立
派
に
な
っ
て
き
た
梅
の
木
の
蕾
が
沢
山
膨

ら
ん
で
き
た
。
二
月
末
に
開
花
し
始
め
三
月
上

旬
に
は
満
開
の
白
梅
を
掘
り
炬
燵
に
足
を
突
っ

込
み
な
が
ら
鑑
賞
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
近
年

は
地
球
の
気
候
の
変
化
が
大
変
奇
妙
に
な
っ
て

今
年
も
春
の
暖
気
が
早
く
日
本
に
や
っ
て
き
た

の
か
、
梅
の
木
の
上
方
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
様
に

植
え
て
あ
る
塀
の
向
こ
う
側
、
お
隣
の
小
学
校

通
路
の
桜（
学
童
用
標
識
で
は
染
井
吉
野
と
書

い
て
あ
る
）の
大
木
が
、
梅
の
充
分
に
散
っ
て

い
な
い
間
に
咲
き
出
し
た
。
期
せ
ず
し
て
梅
と

桜
の
花
の
競
演
が
見
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
そ

の
上
梅
の
木
の
下
部
に
何
時
の
間
に
か
生
え
て

い
た
木
瓜（
ボ
ケ
）の
木
が
深
紅
の
花
を
咲
か
せ

る
様
に
な
り
、
深
紅
の
木
瓜
、
白
い
梅
、
薄
赤

の
桜
の
三
者
競
演
と
な
っ
た
。

二
月
末
か
ら
咲
き
出
し
た
梅
、
続
い
て
桜
、

木
瓜
の
花
を
掘
り
炬
燵
よ
り
眺
め
て
盛
り
が
済

ん
だ
頃
に
北
側
の
ゴ
ル
フ
の
練
習
ネ
ッ
ト
に
這

わ
せ
て
い
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
花
が
、
南
側
に
植

え
て
あ
っ
た
小
手
鞠
の
白
い
花
が
、
西
玄
関
の

横
に
あ
る
樹
齢
百
数
十
年
の
藪
椿
が
、
咲
く
時

期
で
あ
っ
た
か
な
か
っ
た
か
知
ら
な
い
が
赤
い

白梅満開
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花
を
満
開
に
し
て
咲
い
て
く
れ
た
。

改
め
て
家
に
落
ち
着
い
て
み
て
、
我
が
家
が

春
に
こ
ん
な
に
花
一
杯
と
は
全
然
気
が
付
か
な

か
っ
た
迂
闊
さ
に
驚
い
て
い
る
訳
だ
が
、
妻
に

言
わ
せ
る
と「
咋
年
迄
は
こ
ん
な
事
は
な
か
っ

た
の
に
今
年
は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
。
」と

い
う
事
で
あ
る
。

学
術
的
に
こ
の
現
象
を
考
察
し
て
み
る
と
、

（
突
如
学
位
論
文
の
書
き
出
し
調
に
な
り
ま
し

た
！
）

①
私
自
身
の
迂
闊
さ
が
自
分
の
家
の
庭
の
状
態

も
全
然
把
握
し
て
い
な
く
て
、
病
後
に
蟄
居
し

て
初
め
て
気
が
付
い
た
と
い
う
場
合
。

②
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
早
く
な

り
、
樹
木
に
よ
る
開
花
の
時
期
が
昔
の
様
に
は

な
ら
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
場
合
。

③
甚
だ
神
秘
的
オ
カ
ル
ト
的
な
考
察
に
な
る
が
、

家
の
庭
木
が
一
斉
に
私
の
手
術
成
功
を
祝
い
、

帰
還
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
か
、

と
い
う
大
変
厚
か
ま
し
い
考
え
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
を
考
え
な
が
ら
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
と
き
庭
の
木
々
は
青
葉
若
葉
に
充
ち

満
ち
て
眞
に
爽
や
か
に
な
っ
て
来
た
。
但
し
私

の
身
体
は
完
治
に
は
程
遠
く
老
人
性
フ
ラ
フ
ラ

で
あ
る
が
、
生
き
て
い
る
だ
け
幸
福
だ
と
思
え

と
周
囲
か
ら
は
言
わ
れ
、
さ
て
ど
う
ゆ
う
事
で

こ
の
様
な
運
命
に
な
っ
た
の
か
、
毎
日
考
え
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
る
今
日
此
頃
で
あ
る
。

コテマリも満開

ボケの花 桜

ゴルフネット上のジャスミン
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旅の途上にて／スケッチブック余話
〈第７回〉

大森　俊次
（スケッチエッセイスト）

 おお もり しゅん じ

新緑の高原へ

御
嶽
山

6
月
で
京
都
保
事
協
の
役
員
を
退
任
し
西
山

の
麓
に
隠
棲
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

全
医
協
連
か
ら
あ
り
が
た
い
ご
所
望
を
い
た
だ

き
、「
三
た
び
の
旅
」に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。ま

ず
思
い
立
っ
て
出
か
け
た
の
は
、
紅
葉
期
に
何

度
か
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
開
田
高
原
。ペ
ン
シ
ョ

ン
J

－

H
O
U
S
E
の
松
井
さ
ん
に「
是
非
と
も

新
緑
の
時
期
に
！
」と
以
前
か
ら
誘
わ
れ
て
い

た
。
松
井
夫
人
の
車
で
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
小
西
集
落
か
ら
眺
め
る
と
、
新
緑
の
木
々
を

前
景
に
雄
大
な
御
嶽
山
が
僕
を
迎
え
て
く
れ
た
。

白
樺
ご
し
に

木
曽
福
島
駅
か
ら
町
営
バ
ス
で
30
分
、
新
地

蔵
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
そ
こ
は
爽
や
か
な
風

が
新
緑
を
揺
ら
す
開
田
高
原
だ
。
先
年
の
秋
に

訪
ね
た
時
は
、
小
野
原
か
ら
末
川
の
東
岸
を
す

す
き
野
に
沿
っ
て
歩
い
た
。
今
回
は
末
川
の
西

方
に
広
が
る
水
生
植
物
園
を
散
策
し
、
白
樺
ご

し
に
古
い
集
落
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
た
。緑
深
い

木
立
は
熊
野
神
社
か
丸
山
馬
頭
観
音
な
の
か
な
。

そ
れ
に
し
て
も
木
曽
福
島
駅
か
ら
終
点
ま
で
の

1
時
間
を
乗
っ
て
も
均
一
運
賃
2
0
0
円
と
い

う
町
営
バ
ス
が
僕
に
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。
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西
野
川

平
成
3
年
に
脱
サ
ラ
で
こ
こ
へ
来
た
と
言
う

オ
ー
ナ
ー
の
松
井
夫
妻
は
、
人
見
知
り
の
僕
で

も
気
楽
に
し
ゃ
べ
れ
る
魅
力
的
な
人
だ
。「
岩
魚

釣
り
や
山
菜
採
り
に
行
く
と
熊
が
す
ぐ
近
く
に

来
ま
す
」と
、
野
生
動
物
と
の
共
生
を
楽
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
る
。町
お
こ
し
の
た
め
高
原
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
工
房
を
経
営
し
、
地
域
再
生
に
力

を
注
ぐ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
に
大
い
に
拍
手
を

送
り
た
い
。
し
か
し
何
も
協
力
で
き
な
い
非
力

な
僕
、
帰
り
が
け
に
粗
末
な
ス
ケ
ッ
チ
を
1
枚

も
ら
っ
て
い
た
だ
け
た
の
が
唯
一
の
慰
め
だ
。

牧
場
の
あ
る
風
景

御
嶽
山
だ
け
で
な
く
木
曽
駒
ヶ
岳
、
乗
鞍
岳

も
遠
望
で
き
る
旭
ヶ
丘
に
、
J

－
H
O
U
S
E
は

建
っ
て
お
り
、
バ
ス
停
の
そ
ば
に
は「
拓
魂
」と
書

か
れ
た
石
碑
が
あ
る
。
開
田
村
が
生
ま
れ
た
の

は
明
治
8
年
、
き
っ
と
新
し
い
田
畑
を
開
墾
し

た
人
々
の
気
概
を
表
わ
し
た
の
が
こ
の
地
名
の

由
来
だ
ろ
う
。僕
も
も
う
30
年
若
け
れ
ば
、
こ
こ

で
牧
場
経
営
で
も
や
り
た
か
っ
た
な
あ
。い
や
い

や
、
第
一
次
産
業
を
軽
視
し
食
糧
自
給
率
低
下

を
一
向
に
顧
み
な
い
現
在
の
農
政
下
で
は
、
そ
ん

な
甘
い
夢
な
ど
す
ぐ
に
砕
け
散
っ
た
だ
ろ
う
が
。

農
作
業
小
屋

西
野
川
を
さ
か
の
ぼ
る
と
古
い
鳥
居
と
社
が

あ
る
。
源
氏
の
守
護
神
で
あ
る
八
幡
宮
の
名
が

あ
る
か
ら
、き
っ
と
木
曽
義
仲
ゆ
か
り
の
神
社
な

の
だ
ろ
う
。
こ
の
地
で
木
曽
馬
と
共
に
青
春
時

代
を
過
ご
し
た
義
仲
は
源
氏
再
興
の
野
望
に
燃

え
て
都
へ
攻
め
上
っ
た
が
、宮
廷
政
治
に
翻
弄
さ

れ
悲
運
に
滅
び
た
。
人
の
幸
せ
と
は
何
だ
ろ
う
、

そ
ん
な
柄
に
も
な
い
こ
と
を
思
い
な
が
ら
神
社

の
横
か
ら
趣
あ
る
農
作
業
小
屋
を
描
い
た
。
背

後
に
は
歴
史
の
悲
喜
劇
を
じ
っ
と
見
下
ろ
し
つ

つ
決
し
て
揺
ら
ぐ
こ
と
な
き
御
嶽
山
が
あ
っ
た
。



3
世
紀
の
中
国
の
歴
史
書「
魏
志
東
夷
伝
弁

辰
条（
ぎ
し
と
う
い
で
ん
べ
ん
し
ん
の
じ
ょ

う
）」に
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
地
域
に
鉄
が
多

く
出
て
、「
韓
、
濊
、
倭
み
な
し
た
が
っ
て
こ
れ

を
と
る
。
諸
市
買
う
に
み
な
鉄
を
も
ち
い
、
中

国
の
銭
を
も
ち
う
る
が
ご
と
し
」と
記
さ
れ
て

い
て
鉄
を
求
め
て
、
我
が
国
の
弥
生
人
が
さ
か

ん
に
朝
鮮
半
島
南
部
に
出
か
け
て
い
っ
た
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
辰
韓（
後
の
新
羅
）

の
地
な
の
で
あ
る
。
我
が
国
の
出
雲
で
は
早
く

か
ら
こ
の
製
鉄
技
術
を
吸
収
し
、
瀬
戸
内
側
の

吉
備
や
讃
岐
の
国
に
ま
た
が
る
鉄
器
文
化
圏
を

誇
っ
て
い
た
。
畿
内
の
大
和
政
権
で
あ
る
ヤ
マ

タ
イ
国
は
こ
れ
を
狙
っ
て
進
出
し
た
た
め
倭
の

大
乱
に
な
っ
た
。
出
雲
は
鉄
の
産
地
で
あ
り
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
鉄
分
で
真
っ
赤
に
染
ま
り
8

つ
に
分
か
れ
て
蛇
行
す
る
斐
伊
川
を
表
し
た
も

の
で
あ
り
、
母
神
イ
ザ
ナ
ミ
を
慕
う
ス
サ
ノ
オ

が
こ
こ
を
征
服
し
娘
婿
に
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ニ
ミ

コ
ト
を
迎
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
国
譲
り
伝
説

で
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
大
神
殿
を
作
る
代
わ
り

に
ヤ
マ
ト
政
権
に
出
雲
を
譲
る
こ
と
に
し
た
と

さ
れ
る
。「
三
国
志
魏
書
」倭
人
伝
・「
後
漢
書
」

魏
志
東
夷
伝
弁
辰
条
西
東
京
医
協
・
都
医
協
連
理
事
　
古ふ

る

岡お
か

邦く
に

人と

魏
志
東
夷
伝
弁
辰
条

8つに分かれて蛇行する斐伊川
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魏志東夷伝弁辰条

浪
郡
な
ど
）か
ら
か
な
り
の
質
・
量
の
人
口
移

動
が
あ
っ
た
か
ら
」と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思

う
。
因
み
に「
漢
倭
奴
国
金
印
」は
あ
く
ま
で
国

家
に
対
し
て
送
る
も
の
で
あ
り
、
た
か
だ
か
博

多
湾
の
あ
た
り
し
か
勢
力
を
持
た
な
い
豪
族
に

送
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
神
武
天
皇
の
東

征
の
際
に
お
そ
ら
く
大
分
に
長
逗
留
し
て
い
る

間
、
頻
繁
に
送
っ
た
で
あ
ろ
う
神
武
の
倭
王
と

し
て
の
申
し
入
れ
に
対
す
る
後
漢
光
武
帝
か
ら

の
返
答
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
ヒ
ミ
コ
が
、倭
王
と
し
て
貰
っ
た
銅
鏡（
奈

良
で
発
掘
さ
れ
た
）な
ど
は
同
じ
性
質
の
も
の

で
あ
る
。
西
暦
2
0
0
年
頃
、
東
ア
ジ
ア
は
寒

冷
期
に
入
っ
て
い
て
中
国
で
は
黄
巾
の
乱
が
起

き
た
り
不
作
が
続
き
政
情
が
不
安
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
魏
志
倭
人
伝
で
の
ヤ
マ
タ
イ
国

は
水
路
10
日
陸
路
20
日
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
の
西
に
あ
っ
た
帯
方
郡

か
ら
の
距
離
で
あ
る
。
帯
方
郡
は
公
孫
氏
が
治

め
て
お
り
魏
の
名
代
と
し
て
東
夷
か
ら
朝
貢
な

ど
も
貰
っ
て
い
た
の
に
、
呉
と
組
ん
で
魏
に
反

抗
し
た
た
め
司
馬
氏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
の

は
三
国
志
を
読
ま
れ
た
方
な
ら
ご
存
知
だ
ろ
う
。

諸
葛
亮
孔
明
と
戦
っ
た
司
馬
仲
達
に
敵
う
訳
が

無
い
。

そ
し
て
ヤ
マ
タ
イ
へ
は
北
九
州
か
ら
日
本
海

側
を
通
り
但
馬
か
ら
上
陸
し
て
大
和（
奈
良
）に

向
か
っ
た
行
程
と
思
わ
れ
る
。
九
州
内
で
は
期

間
が
長
す
ぎ
物
見
遊
山
に
来
た
の
で
は
無
い
使

東
夷
伝
に
は
1
4
6
年
か
ら
1
8
9
年
の
間
に

倭
国
は
大
乱
が
起
き
ヒ
ミ
コ
と
い
う
女
王
を
立

て
る
こ
と
で
収
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
出
雲
・
吉

備
・
讃
岐
連
合
対
大
和
朝
廷
の
戦
い
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
事
実
、
考
古
学
的
に
も
瀬
戸
内
に

も
戦
争
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
大

乱
以
降
、
吉
備
は
桃
太
郎
伝
説
で
有
名
に
な
る
。

第
7
代
孝
霊
天
皇
は
今
の
岡
山
で
調
停
に
刃
向

っ
て
い
た
勢
力
を
吉
備
津
彦
・
武
彦
を
使
わ
し

て
平
定
す
る
の
だ
が
、
吉
備
は
黍
団
子
つ
ま
り

武
彦（
吉
備
氏
の
祖
）を
桃
太
郎
・
そ
し
て
調
停

し
た
百
襲
媛
の
モ
モ
を
桃
と
し
て
後
世
に
伝
え

さ
せ
た
か
ら
だ
。
こ
の（
媛
）姫
が
ヒ
ミ
コ
に
な

る
の
で
あ
る
。
彼
女
は
元
々
大
和
の
地
の
神
で

あ
る
ニ
ギ
ヤ
ハ
ヒ
神
と
結
婚
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
で
夫
は
い
な
い
た
め
、
皇
位
は
こ
こ

で
切
れ
る
。
彼
女
の
身
の
回
り
を
し
て
い
た
者

の
中
で
1
人
だ
け
男
だ
っ
た
の
が
、
第
10
代
崇

神
天
皇
で
あ
る
。
彼
は
三
輪
山
を
活
動
拠
点
と

し
た
。
こ
の
山
の
麓
に
は
大
神
神
社
が
あ
り
主

祭
神
は
百
襲
媛
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の

戦
い
で
疲
弊
し
た
ヤ
マ
タ
イ
は
元
々
神
武
東
征

の
時
、
東
へ
駆
逐
し
た
長
髄
彦
が
建
て
た
狗
奴

国
つ
ま
り
伊
勢
な
ど
の
濃
尾
平
野
の
勢
力
と
戦

い
に
な
り
戦
闘
中
に
ヒ
ミ
コ
は
死
亡
す
る
。
後

漢
光
武
帝
の「
倭
奴
国
金
印
」か
ら
わ
ず
か

2
0
0
年
ほ
ど
し
か
違
わ
な
い
邪
馬
台
国
で
国

家
体
制
と
工
業
化
が
実
現
で
き
た
理
由
と
し
て
、

最
も
納
得
で
き
る
の
が「
漢
及
び
漢
の
四
郡（
楽

米子

鬼住山

考霊山

∴

∴

妻木挽田遺跡
高杉神社

樂樂福神社（宮内）

樂樂福神社（宮原）

菅福神社

鬼林山

船通山

剣神社
黄泉比良坂

佐々布久神社
能義神社

熊野山

御墓山

道後山
比婆山

大山

大倉山

笹苞山

安来

阿毘縁

松江

飯
梨
川

日
野
川

斐伊川

美保湾中海

吉備津彦の経路

考霊天皇

考霊天皇の経路

孝霊天皇

倭の大乱の図
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麗
・
百
済
の
ツ
ン
グ
ー
ス
系
は
後
に
女
真
族
を

形
成
し
、
金
国
を
作
っ
て
宋
を
悩
ま
せ
た
し
、

ヌ
ル
ハ
チ
は
金
と
い
う
名
を
避
け
同
じ
読
み
の

清
に
よ
り
大
帝
国
を
作
っ
た
。
現
在
朝
鮮
半
島

で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
は
新
羅
語
だ
ろ
う
。
我

が
国
の
言
葉
は
海
洋
国
家
の
ラ
ピ
タ
人
が
伝
え

た
南
海
の
言
葉
が
基
礎
と
な
っ
て
こ
れ
に
東
ア

ジ
ア
の
国
々
の
影
響
を
受
け
て
出
来
あ
が
っ
て

い
る
。
例
え
ば
中
国
春
秋
時
代
の
呉
越
が
滅
亡

時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
我
が
国
の
広
島
の
呉（
新
井

白
石
は
グ
オ
と
い
う
発
音
が
無
い
か
ら
ク
レ
に

な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
）北
陸
の
越（
高
志
と

呼
ば
れ
た
）の
国
に
移
住
し
文
化
圏
を
作
っ
た
。

秦
始
皇
帝
の
命
を
受
け
た
徐
福
が
九
州
の
日
向

（
宮
崎
）に
着
い
て
豪
族
に
な
っ
て
い
た
が
、
7

代
経
っ
た
神
武
の
時
に
祖
先
か
ら
の
言
い
伝
え

を
実
現
す
べ
く
一
念
発
起
し
て
苦
労
し
な
が
ら

東
征
を
始
め
た
。
前
述
の
様
に
こ
の
よ
う
な
国

を
代
表
す
る
人
物
に
し
か
王
朝
は
金
印
を
授
け

な
い
の
で
あ
る
。
神
武
が
熊
野
で
道
に
迷
っ
た

際
、
ユ
ダ
ヤ
を
思
わ
せ
る
ヤ
タ
烏
が
現
れ
た
り

と
ユ
ダ
ヤ
戦
争
で
エ
ル
サ
レ
ム
が
ロ
ー
マ
軍
に

よ
り
陥
落
し
た
こ
と
の
余
波
で
ユ
ダ
ヤ
人
と
思

え
る
人
達
が
い
た
と
の
史
実
も
散
見
さ
れ
て
い
て

興
味
深
い
。

惜
し
む
ら
く
は
ア
ジ
ア
に
関
し
て
は
、
中
国

の
記
紀
な
ど
で
蒐
集
す
る
以
外
に
研
究
の
仕
様

が
無
い
の
だ
が
、
極
東
の
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
が
い

ず
れ
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
期
待
し
た
い
。

隋
は
高
句
麗
遠
征
の
失
敗
で
滅
亡
し
て
い
る
。

新
羅
は
瀕
死
だ
っ
た
の
だ
が
建
国
早
々
の
唐
と

結
ん
で
白
村
江
の
戦
い
で
百
済
・
倭
連
合
軍
に

大
勝
し
大
逆
転
で
韓
半
島
初
の
統
一
国
家
を
作

っ
て
し
ま
っ
た
。
此
の
時
百
済
の
支
配
者
層
の

殆
ど
は
倭
に
渡
来
し
残
り
は
自
決
し
て
し
ま
っ

た
。
高
句
麗
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
渤
海
国

を
作
り
我
が
国
と
親
し
か
っ
た
が「
契
丹
」後
の

「
遼
」に
滅
ぼ
さ
れ
る
。
新
羅
も
国
内
の
不
和
で

家
来
の
後
高
句
麗
の
王
建
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ

る
の
だ
が
貴
族
は
そ
の
ま
ま
温
存
さ
れ
た
。
朝

鮮
王
朝
の
李
成
桂
が
高
麗
の
支
配
者
層
を
殺
戮

し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
新
羅
は
我
が
国

が
唐
と
国
交
を
回
復
し
遣
唐
使
を
送
る
よ
う
に

な
っ
て
も
我
が
国
の
下
風
に
は
つ
か
な
か
っ
た
。

新
羅
が
通
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
遣
唐
使
が

直
接
南
シ
ナ
海
に
出
て
難
破
し
た
り
し
た
の
で
あ

る
。顧

み
る
に
古
代
南
韓
は
倭
と
親
密
で
あ
っ
た

し
貿
易
で
栄
え
る
の
は
お
互
い
様
な
の
だ
が
新

羅
は
、
極
め
て
排
他
的
で
、
そ
の
た
め
難
民
が

我
が
国
に
お
し
よ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
半

島
は
寒
冷
で
作
物
は
育
ち
に
く
く
、
い
ま
も
三

韓
の
人
々
の
居
留
区
の
名
残
り
が
武
蔵
野
国
や

毛
の
国
と
言
わ
れ
た
栃
木
・
群
馬
に
あ
る
。
新

羅
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
権
力
者
藤
原

仲
麻
呂（
恵
美
押
勝
）が
怪
僧
道
鏡
を
除
こ
う
と

し
て
坂
上
田
村
麻
呂
の
父
、
苅
田
麻
呂
に
討
た

れ
た
が
苅
田
は
漢
氏
由
来
の
渡
来
人
だ
。
高
句

節
が
時
間
を
無
駄
に
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
だ
。

た
だ
方
角
が
明
ら
か
に
お
か
し
い
の
は
当
時
、

魏
と
敵
対
し
て
い
た
呉
に
、
正
確
な
位
置
を
知

ら
せ
な
い
た
め
だ
と
い
う
意
見
が
強
い
。
ヤ
マ

タ
イ
か
ら
の
朝
貢
の
土
産
と
し
て
は
漢
に
は
奴

隷
だ
け
を
つ
れ
て
行
っ
た
。
何
し
ろ「
生
口
」し

か
朝
貢
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
そ

れ
以
前
に
は
薬
草
を
朝
貢
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

あ
ま
り
効
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
）さ
て
大
乱
を

終
息
さ
せ
た
後
、
景
行
天
皇
の
子
、
日
本
武
尊

の
活
躍
な
ど
で
国
内
を
統
一
し
第
15
代
応
神
天

皇
の
時
に
我
が
国
は
古
代
の
最
盛
期
を
迎
え
る
。

韓
半
島
の
南
を
加
羅
と
し
任
那
日
本
府
を
置
き
、

百
済
と
百
済
を
祖
先
を
同
じ
く
す
る
ツ
ン
グ
ー

ス
系
つ
ま
り
女
真
族
と
同
族
の
高
句
麗
の
人
々

が
渡
来
人
と
し
て
大
挙
し
て
訪
れ
る
。
漢
字
も

王
仁（
ワ
ニ
）博
士
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

応
神
天
皇
は
八
幡
宮
の
主
神
で
あ
り
源
氏
の
守

り
神
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
新
羅
は
秦
始
皇
帝
の

時
に
追
い
払
わ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
の
末
裔
と
さ
れ
、

言
葉
が
前
2
者
と
全
く
異
な
っ
た
と
い
う
。
追

わ
れ
て
住
み
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
小
国
と
し
て

我
が
国
に
朝
貢
し
て
暮
ら
し
て
お
り
王
族
は

朴
・
昔
・
金
氏
だ
っ
た
が
そ
の
う
ち
昔
氏
は
日

本
人
で
あ
る
。
最
後
の
昔
氏
の
王
が
金
氏
に
討

た
れ
た
時
、
我
が
国
の
神
功
皇
后
に
よ
り
遠
征

を
受
け
服
従
し
た
り
し
て
い
た
。
百
済
語
は
日

本
語
と
は
通
じ
た
そ
う
で
、
隋
か
ら
の
使
者
は

倭
の
大
王
は
百
済
語
を
話
す
と
書
い
て
い
る
。

魏志東夷伝弁辰条
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歌狂療医
二
枚
目
の 
羽
生
田
さ
ん
と 

握
手
す
る 

瀬
戸
際
に
立
つ 
日
本
医
師
会

　
こ
の
ニュー
ス
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
参
議
院
選
挙
の
大
勢
は
固
ま
って
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
最
近
の
国

政
選
挙
で
は
、
日
本
医
師
会
推
薦
候
補
は
惨
敗
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
た
日
本
医

師
会
は
、
過
去
2
回
の
選
挙
の
反
省
か
ら
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
の
比
例
区
に
羽
生
田
た
か
し
副
会
長
を

自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
、
ま
さ
し
く
背
水
の
陣
を
敷
い
て
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
崎
県
医
師
会
で
は
、

4
月
下
旬
の
羽
生
田
氏
来
県
の
折
に
激
励
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
時
に
、
我
々
参
加
者
が
候
補
と
固
い

握
手
を
し
て
い
る
写
真
を
撮
り
、
自
院
用
に
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
配
布
し
た
。
早
速
、
院
内
に
張
り
巡
ら
し

て
、
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。二
枚
目
と
は
選
挙
用
紙
の
比
例
区
用
の
こ
と
。

今
度
こ
そ 

分
断
さ
れ
た 

医
師
会
が 

起
死
回
生
の 

ま
と
ま
る
チ
ャ
ン
ス

　

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
の
日
本
医
師
会
は
、
当
時
の
武
見
太
郎
医
師
会
長
が
吉
田
茂
首
相
と
縁
戚

関
係
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
強
力
な
指
導
の
も
と
に
国
政
選
挙
に
臨
み
、
医
療
に
理
解
あ
る
国
会
議

員
を
送
り
出
し
て
医
政
に
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
議
員
の
中
に
は
、医
師
会
は
当
選
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
く
て
も
、
敵
に
回
す
と
落
選
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
認
識
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
今
は
・
・
・

　

今
度
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
副
会
長
と
い
う
要
職
を
立
て
て
臨
む
、い
わ
ば
捨
て
身
の
戦
い
を
す
る
の
で

あ
る
が
、
是
非
と
も一致
団
結
し
て
医
師
会
の
集
票
力
と
底
力
を
示
し
た
い
も
の
。

T
P
P 

参
加
は
し
て
も 

独
自
性 

保
た
な
く
て
は 

国
は
滅
び
て

　

議
論
百
出
で
あ
っ
た
T
P
P
も
、
と
も
か
く
見
切
り
発
車
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米
国
主
導

で
事
が
す
す
ん
で
い
く
危
険
性
は
、
郵
政
民
営
化
の
時
に
も
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
た
。「
経
済
が
時
代
の
底

を
動
か
し
、
政
治
が
そ
れ
に
つ
い
て
ゆ
く
」と
は
司
馬
遼
太
郎
氏
が「
竜
馬
が
ゆ
く
」で
述
べ
て
い
る
言
葉
だ

が
、
国
益
を
守
り
国
民
を
守
る
た
め
に
は
、
た
だ
の
追
従
で
は
な
く
日
本
独
自
の
取
捨
選
択
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

宮
崎
県

山や
ま
村む

ら
善よ

し

教の
り

地
下
鉄
の
一
歩
に
仰
ぐ
八
重
桜

八
重
桜
や
さ
し
き
花
を
日
に
か
か
ぐ

八
重
桜
そ
の
紅
色
の
濃
く
淡
く

染
井
吉
野
散
り
た
る
あ
と
の
八
重
桜

花
水
木
一
挙
に
ひ
ら
き
空
支
ふ

●
名
古
屋
市
　
宗
　
瑞
志
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平
成
二
十
五
年
六
月
一
日（
土
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
説
明
会

『
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
販
売
事
業
の
説
明
』

『
医
師
協
カ
ー
ド
の
説
明
』

※
医
師
協
カ
ー
ド
の
内
容
は
38
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

『
取
扱
商
品
の
展
示
・
説
明
』

●
講
習
会

『
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
と
診
療
所
市
場
に
つい
て
』

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
二
十
五
年
六
月
二
日（
日
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
分
科
会

少
人
数
に
よ
る
テ
ー
マ
別
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カッ
ション

（
五
テ
ー
マ・
八
グ
ル
ー
プ
）

テ
ー
マ
：

オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
販
売
事
業
、
医
師
協
カ
ー
ド
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

医
療
機
器
の
販
売
、
J
M
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
二
十
五
年
購
買
担
当
職
員
研
修
会
が

東
京（
両
国
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
医
師
協
の
購
買
担
当
者
が
一同
に
参
加
し
た
研
修
会
が
東

京
K
F
C
ホ
ー
ル・第一ホ
テ
ル
両
国
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
説
明
会
、
分
科
会
、
懇
親
会
を
通
じ
て
購
買
事

業
に
関
す
る
知
識
修
得
、
各
医
師
協
間
の
意
見
交
換
、
情
報

交
換
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
内
容
の
概
略
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

購買研修会の様子

安元部会長の挨拶

小林会長の挨拶

以上の事から、消費税率の引き上げに伴う対応につ
いては以下となります。
①  建築予定の建物（内装工事含む）については9月末ま

での請負契約を進める
②  9月以降の内装工事などは、年度内に完了するスケジ

ューリング
③ 年間購読誌については、各医師協にお問い合せ下

さい。
④  医療機器などの購入はリースを含め年度内の発注と納

品完了

5．まとめ
現在、来年度からの消費税率の引き上げは避けられ

ない状況となっております。現在使用中の医療機器の見
直し、クリニックの改築工事などご検討されている先生方
は、是非顧問先の税理士事務所へお問い合わせ頂き、
適切な対応をご検討頂ければと存じます。今後のクリニ 
ック経営に少しでもお役に立てば幸いです。

平成25年購買担当職員研修会　講習会説明内容の一部抜粋
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演者：日本光電工業株式会社
コンサルティング＆ソリューション部リーダ
工藤利和

1．消費税法の改正
平成24年8月10日に消費税率の改正法案「社会保障の

安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うため
の表示税法の一部改正をする等の法律」が可決・成立しまし
た。これにより後述の通り、消費税率が改正される予定です。
《改正内容》

平成26年（2014年）4月1日より8％
（国税6.3％　地方税1.7％）

平成27年（2015年）10月1日より10％
（国税7.8％　地方税2.2％）

《経過措置》
消費税率の改正に当たっては一定の条件を満たす取引に

ついて旧税率が適用される「経過措置」が設けられています。

2． 適用税率の判定について（適用税率の判断基準）
改正消費税法では、平成26年4月1日（施行日）前に

国内において、事業者が行う課税資産（医療機器等）の
譲渡（納品設置）等、又は課税仕入れ（消耗品等）につ
いては「5％」が適用され、施行日以後に行う取引につい
ては「8％」が適用されます。これにより、適用税率を確認
する上では、資産（医療機器等）の譲渡（納品設置）等や、
課税仕入れがいつ行われたかが重要なポイントになります。
例）契約日と引渡し日が施行日

（平成26年4月1日）をまたぐ場合
平成25年9月10日に商品を発注（発注日・契約日）し
たが、納品設置が平成26年4月10日になった。

この場合、商品が実際に納品設置された日が、引渡し
のあった日となり、8％が適用されます。前払いとして3月末
までに商品代金を支払ったとしても同様で、4月1日以降
に納品設置となれば8％適用となります。また、医療機器
の場合、リースでご契約される医療機関も多いかと思いま
すが、これも同様で契約日が施行日以前であっても納品
設置が4月以降の場合8％適用となります。リース契約は 

5年間など長期にわたり3％上乗せとなり、平成27年10月
以降5％分の上乗せとなります。ただし、再リースの場合は、
再リース契約を結んだ時点の消費税率となります。この点
から、発注日、支払日が3月末までに行われたとしても納
品設置時点の税率となります。

3．請負契約に関する経過措置
請負による資産（建物、内装工事等）の譲渡（引渡し）等

の時期は、原則として「目的物の全部を完成して引渡した
日」もしくは「役務の全部の提供の完了日」とされていますが、
指定日（平成25年10月1日）の前日である平成25年9月30日
までに請負契約が締結されている場合には、目的物の引
渡しが施行日（平成26年4月1日）以降に行われた場合であ
っても旧税率の5％が適用されます。ただし、指定日前に締
結した契約であっても、追加工事等により契約金額が増額
した場合には、増額部分について8％が適用されます。

4．施行日前の書籍年間購読について
　取扱サービスの内容により相違する場合があります。詳細
は、各医師協にお問い合せ下さい。

※当部分は、各医師協の取り組み状況を鑑みた上で当日
の説明内容を編集しています。

消費税率の引き上げに伴う対応

講習会の様子

H25.10.1

注）リースの場合発注日が契約日になります。

5％

5％

8％

8％

5％

8％

H26.4.1

発注日
H25.9.10

発注日
H25.12.10

納品日
H26.4.10

納品日
H26.3.10

納品日
H26.4.10

納品日
H26.3.10

【資料①】

H25.10.1

5％

5％

8％

5％

8％

5％

H26.4.1

契約日

契約日 引渡日

契約日

契約日

引渡日

引渡日

引渡日

【資料②】
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商品のご案内
属の医師協にお願いします）

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

各地のホテル・デパート・飲食店などで、
様々な割引・特典が受けられる当カードは、
更に全国対応版にパワーアップを検討中。
ご期待ください！

各地のホテル・デパート・飲食店などで、
様々な割引・特典が受けられる当カードは、
更に全国対応版にパワーアップを検討中。
ご期待ください！

医師協カードは、組合員（ご家族）の皆様が各地の約330のホテル、デパート、飲食店
などで【割引、特典】が受けられる画期的なクレジットカード（提携先：三井住友ＶＩＳＡ
カード）です。もちろん、三井住友ＶＩＳＡカードの全国350万の店舗でも利用出来ます。

１枚のカードで
全てのサービスを

ついに始まる
 「医師協カード」の
  全国展開プラン！

お問い合せ先

10の医師協（岐阜医師協・静岡医師協・大阪医師協・京都保事協・神戸医師協・滋賀医
師協・和歌山医師協・広島医師協・岡山医師協・福岡医師協）に所属される先生で、
まだ医師協カードをお持ちでない場合、対象の医師協にお問い合せ下さい。
その他の医師協については、今後取扱の検討を開始する予定です。暫くお待ち下さい。
詳細内容は、順次当ＪＭＣニュース他でご案内します。
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

音声認識メール ST ● Advanced Media，Inc
《内容》話した内容が認識されて、画面に表示されるた
め、耳が遠い患者さんにも「目」で言葉が 伝えられます

◎公衆無線WiFi【ご留意事項】
・お申込みにあたっては、《設置同意書》の内容をご確認下さい。詳細は所属の医師協にお問い合せ下さい。
・設置先の住所、周辺建物などの遮蔽物により、当プランの機器が設置出来ない場合があります。予めご了承をお願いします。
・お申込みから納品、設置まで約 3週間程度の日程を要します。（状況により前後する場合もあります）

《内容》 《内容》

小さいサイズも、大きいサイズも
【最高品質のモバイル端末】は、これだけ!!

●一般的な用途であれば
　インターネット、メール、メモなどの機能が
　簡単に使えます。
●医療用途、ご趣味の用途であれば
　約27万のアプリケーションから、お好きな物を有料または
　無料でダウンロード出来ます。

小さいサイズは
・軽く、片手でも持てる7.9インチディスプレイ
・超高速ワイヤレス接続で、今までのモバイル端末
と比較して速度が2倍

大きいサイズは
・9.7インチのディスプレイで、大迫力の画像、
映像も楽しめます

・最新の仕様により、これまで以上のクイック
レスポンスを実現

いずれも最大10時間も稼働するバッテリーを内蔵しており、時間を気にする事なくご利用できます!!

今なら、モバイル端末が更に高速で動く《公衆無線WiFi》を
1医療機関様に1セット無償でプレゼントします！

待合室に設置頂ければ患者さんがお持ちのiPad，iPhoneなども
インターネットが利用出来ます。（先生のご負担は一切ありません）

☆この機会に是非医師協へご連絡、ご注文いただけますよう宜しくお願い申し上げます☆

《モバイル端末の取扱有無、価格・容量などの条件は、》所属の医師協にお問い合せ下さい

3一例

お勧めアプリ

使えば
　分かる！！
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商品のご案内
属の医師協にお願いします）

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

医学書のご注文方法に関するご紹介（必見）

医師協に注文する一番のメリットは、何といっても組合員価格が適用される事 !!
更に、インターネットでのご注文であれば、納期の目安も分かります !!

今回、インターネットによるご注文方法の内、色々な分野から医学書を選べる【医学書特選リスト】を
ご紹介します。是非ご覧の上でご利用ください !!

医学新刊、丸の内本店の売れ筋、医学学会即売会での売れ筋から、独自に選定したお薦めの書籍をご紹介
いたします。

（医学書特選リストの画面イメージです。）

医学新刊書籍から、お薦め
の書籍を選定いたしました。

更新日：2013/5/20

丸の内本店の売れ筋書籍
から、お薦めの書籍を選
定いたしました。

更新日：2013/6/3

医学学会即売会での売れ筋
書籍から、お薦めの書籍を
選定いたしました。

更新日：2013/5/27

先生が所属されている医師協のホームページ又は全医協連のホーム
ページにアクセスして、専用バナー（医学書特選リスト）をクリック
して下さい。

ステップ１

後は、先生が希望される各項目【医学新刊】【丸の内本店売れ筋書籍】
【医学学会売れ筋書籍/特集】から書籍をお選びの上、ご注文頂くだけです。ステップ2

バナーをクリック

医師協同組合様向け 医学書特選リスト

医学新刊

医師協同組合からのおすすめ

丸の内本店売れ筋書籍 医学学会売れ筋書籍／特集

インターネットでご注文の際、会員登録（ID、PW）が必要となります。
まだ会員登録がお済でない先生は、所属される医師協へお問い合せください。

書籍は、医学書、一般書に限らず全て医師協にご注文を。

▶精神医学エッセンシャル・コーパス〈1〉精神医学を学ぶ
▶精神医学エッセンシャル・コーパス〈2〉精神医学を知る

現在の精神科医学・医療に大きな影響を与えた論文、今後の診療の指針と
なる論文、後世に伝えたい論文などを選りすぐり、先達の名著を復刻収
載しました。

▶臨床医のための医療訴訟を回避するケーススタディ40
医療訴訟について実際にあった40ケースを医師と弁護士が読み解き、法
と医療の関係を解説した医師のための訴訟リスク対策のテキストです。
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

売れ筋医学書のご案内
本邦初！実地医家による実地医家のための他に類のない新シリーズ！

総合小児医療カンパニア
（全10巻 +別巻）

2013年4月1日予防接種法改正による最新情報を網羅！

予防接種マネジメント
（総合小児医療カンパニア 第2回配本）

◆2013年1月刊行開始
◆B5判 並製 各巻200～260頁
◆総編集：田原卓浩（たはらクリニック）
◆出版社：中山書店

◆刊行年：2013年4月
◆B5判 並製 216頁 　
◆専門編集：藤岡雅司（ふじおか小児科）
◆出版社：中山書店

〔各巻情報〕
●初期診療を磨く（2103年1月刊行） ●予防接種マネジメント（2013年4月刊行）

ISBN：978-4-521-73679-2 ISBN：978-4-521-73680-8

2013年4月1日予防接種法改正による最新情報をもとに、ワクチン接種の現場にこ
だわった、クリニック対応完全マニュアル。子どもの体調・体質に合わせたワクチ
ンプランや接種量・接種部位、接種時の留意点はもちろん、接種勧奨のタイミング、
予約システム、ワクチンの在庫管理、問診・予診票のチェック、副反応への対応、
接種ミス回避など、経験に裏打ちされた現場の知識満載。

※総合小児医療カンパニア（全11冊）には、《予防接種マネジメント》が含まれています。
　重複注文とならないよう、ご注意をお願いします。

☆購入価格：組合員特別価格が適用されます。所属の医師協にお問い合せをお願いします。
☆ご注文方法：所属の医師協にお願いします。

【以後続刊】季刊：年4冊
●これからの小児医療（2013年8月） ●プライマリ・ケアの感染症（2013年11月）
●乳幼児をみる（2014年1月） ●ネットワークケアを展開する（2014年4月）
●子どもの心をつかむ（2014年7月） ●移行医療（2014年10月）
●小児医療サービスを極める（2015年1月） ●小児アレルギー治療の広がり（2015年4月）
●別巻：小児の薬物療法（2015年7月）

※一括前払い価格です。途中解約は出来ません。
注文コード：1011596406

ISBN：978-4-521-73680-8

セット定価 84,000円（本体80,000＋税5％）

定価 8,190円（本体7,800＋税5％）



 ●42

商品のご案内
属の医師協にお願いします）

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

組合員価格　特別価格にてご提供致します。
ウェルコム株式会社　TEL：0120-964-323　http://www.protec-md.comご希望の場合は、医師協にお問合せ下さい。

プロテックをお試しいただけます
減圧治療にご興味をお持ちの先生へ＋腰痛でお悩みの先生へ

プロテックで行う減圧治療とは

急性腰痛・ヘルニア・狭窄症
（分離症・すべり症・変形性腰痛症・坐骨神経痛等）

の治療に効果を発揮します。
減圧治療の原理

減圧治療器 による治療例

①腰部減圧
上半身の重さを除去し椎間板への内
圧を下げると痛みが軽減し運動が可
能になります。

②動いて治す
痛みのため動かせないことが腰痛を
慢性化させています。そこで、症状
に合わせて患者さん自身で運動療法
を行うことにより、腰部から臀部・股
関節の痛みを軽減させます。

記録目前、ヘルニアで登録抹消になった
小久保選手が2000本安打達成前日まで行なった治療

①装着後、5分静止状態を保つ
腰椎から重力を除去し、腰部周辺筋肉を弛緩させた

②運動療法
装着したまま、腰椎伸展・回旋運動を責任部位を中
心に各方向に行なった

これを1回10分、朝夕に行なった結
果、10日間でほぼ痛みが消失した

男性70歳
ペインスコア＝10→0

男性95歳
ペインスコア＝10→0

約10年前に階段を踏み外し腰痛出現

H24年6月13日　治療開始
　　　　⬇
約9日で腰痛消失

変形性脊椎症、両側変形性膝関節症、
両側坐骨神経痛

H24年7月5日　治療開始
　　　　⬇
1週間で腰痛消失

※小林外科・整形外科医院（福岡大牟田市）

股関節の屈伸運動 ハムストリングの伸長

「プロテック」「プロテック」
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。
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商品のご案内
属の医師協にお願いします）

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

※ご利用のフロアーにより、
キャスターの種類が変わ
ります。
　W：カーペット用
　V：Pタイル・フローリング用

（素材：ビニールレザー）

（色の選択あり）
（キャスターの選択あり）

（色の選択あり）

VR64

VRB6

06

22

64

A3

B6

レイアウト作成～デザイン提案、施工まで、
　　　　新築やご移転計画をまるごとプロデュースします。

VRB2

（素材：ポリウレタン系レザー）

（税込） （税込）
HP−CRA1802F6□−W/V

…………………………………………………………………………………………………………………………………
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購買部取扱い
（ご注文、お問い合せは所

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合せ下さい。

所属の

ディンフコンエアゾール
【開発元】
【製品名】

【注意点】 1. 抗菌加工がしてある製品（便器の台座など）は変色する事があります。
2. 防水加工がしてあるマスクなどは撥水してしまう場合があります。
3. 抗菌コーティング剤は水溶性の液体です。油分が付着している所では液が弾かれてう
まくコーティング出来ません。付着している汚れを除去して噴霧して下さい。

4. スプレーされる場合はあらかじめ試し吹きをされてからご使用ください。

詳細はメーカー【ヒューマンフローラ㈱】へ
0120-48-2600　　http;//hc-e.comご注文、お問い合わせは、各医師協へ
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保険商品一覧
保険会社名

生活習慣病保険

ガン保険

医療保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
三井住友海上あいおい生命保険
AIU損害保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
アイエヌジー生命保険
メットライフアリコ
アクサ生命保険
東京海上日動あんしん生命保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
NKSJひまわり生命保険
メットライフアリコ

終身医療保険
新医療保険
新終身医療保険
終身医療保険（生存還付給付金付）
医療保険
終身医療保険
医療保険
新医療保険
医療保険
医療保険
医療保険
傷害疾病保険
（無配当）ガン保険
ガン保険
ガン保険
がん治療支援保険
ガン保険
ガン保険
ガン保険
生活習慣病保険

保険種類
4 病気・ケガに備える

5 貯蓄と保障を求める
保険会社名

養老保険
生存保険
ユニット・リンク保険

プルデンシャル生命保険
メットライフアリコ
アクサ生命保険

積立利率変動型年金支払型特殊養老保険
生存保障保険
ユニット・リンク保険

保険種類

66 老後に備える
保険会社名 保険種類

年金保険 朝日生命保険 新個人年金保険
プルデンシャルジブラルタファイナンシャル生命保険 拠出型企業年金

保険会社名 保険種類

7 介護に備える
保険会社名

介護保険 メットライフアリコ 日常生活動作障害保障保険

保険種類

8 ライフプランの変更に対応する
保険会社名

貯蓄・保障分離型保険 朝日生命保険
明治安田生命保険

利率変動積立型終身保険
3年ごと利差配当付利率変動型積立終身保険

保険種類

保険会社名

個人情報漏洩保険
AIU損害保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

業務過誤賠償責任保険
業務過誤賠償責任保険
賠償責任保険

9 情報漏洩の事故に備える
保険種類

保険会社名
統合型保険 損害保険ジャパン

東京海上日動火災保険
傷害総合保険（パンダ君）（夫婦ペア）（JMCプラン）
フルガード保険

保険種類
10 広範囲のリスクに対応する

福　祉　部
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全医協連取扱い
1 死亡に備える

保険会社名

終身保険

定期保険

健康体割引保険

収入保障保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

アクサ生命保険
ジブラルタ生命保険

NKSJひまわり生命保険

東京海上日動あんしん生命保険

三井住友海上あいおい生命保険

アイエヌジー生命保険

アクサ生命保険

メットライフアリコ

ジブラルタ生命保険
NKSJひまわり生命保険
大同生命保険
アイエヌジー生命保険
メットライフアリコ
NKSJひまわり生命保険

家族収入特約付終身保険
終身保険（引受基準緩和型）
円建保険金額保証特約付新終身保険
終身保険
新特定疾病給付終身保険
積立利率変動型終身保険
終身保険
積立利率変動型終身保険（無配当）
無配当終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
低解約返戻金型終身保険
無選択型終身保険
5年ごと利差配当付終身保険
5年ごと利差配当付低解約返戻金型終身保険
特定疾病保障終身保険
（無配当）無解約返戻金型定期保険
（無配当）定期保険
（無配当）低解約返戻金型定期保険
低払いもどし金型定期保険
平準定期保険・収入保障保険
平準定期保険（リスク細分型保険料率適用）
定期保険
定期保険
健康体割引特約付定期保険
（無配当）無解約返戻金型収入保障保険
収入保障保険（解約返戻金抑制型）
無解約返戻金型収入保障保険

保険種類

2 就業不能に備える
保険会社名

団体長期障害
所得補償保険

事業主費用担保特約付帯
所得補償保険

所得補償保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険
三井住友海上火災保険
損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険

所得補償保険
所得補償保険
所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
団体長期障害所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険
事業主費用担保特約付帯所得補償保険

保険種類

3 事故に備える
保険会社名

傷害保険

ゴルファー保険

アイエヌジー生命保険
AIU損害保険
東京海上日動火災保険

あいおいニッセイ同和損害保険

三井住友海上火災保険
東京海上日動火災保険
損害保険ジャパン

（無配当）長期傷害保険㈵型
傷害保険
傷害保険
傷害保険
骨折等担保特約付傷害保険
傷害保険
ゴルファー保険
ゴルファー保険

保険種類
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九
州
医
師
協
同
組
合
連
合
会

平
成
24
年
度
第
1
回
購
買
・
保
険
部
会
及
び
職
員
研
修
会
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

九
医
協
連
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平
成
二
十
五
年
三
月
九
日（
土
）、
福
岡
市
中

央
区
の
F
R
B
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
お

い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
購
買
・
保
険

部
会
及
び
職
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
医
協
連
か
ら
は
齊
藤
事
務
局
長
・
喜
多
原
部

長
・
塚
越
課
長
・
関
課
長
代
理
の
四
名
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
の
職
員
研
修
会
に
お
い
て
は
、

九
医
協
連
か
ら
は
松
岡
会
長
・
西
村
副
会
長
・

香
江
専
務
・
安
元
理
事
・
木
本
理
事
の
役
員
五

名
、
そ
れ
に
九
医
協
連
加
入
の
十
二
単
組
の
代

表
者
及
び
職
員
が
参
加
し
、
筑
紫
医
協
原
口
事

務
長
の
司
会
の
も
と
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

九
医
協
連
事
務
局
よ
り
発
足
当
時
か
ら
現
在
ま

で
の
歴
史
、
事
務
局
と
し
て
の
悩
み
、
今
後
の

展
望
、
大
分
医
協
野
田
事
務
長
・
鹿
児
島
医
協

福
島
事
務
長
か
ら
両
医
協
の
取
組
等
に
つ
い
て

の
詳
細
に
渡
る
講
演
、
最
後
に
筑
紫
医
協
原
口

事
務
長
よ
り
総
括
の
ご
意
見
を
頂
き
、
有
意
義

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
午
後
四
時
四
十
分
よ
り
購
買
・
保

険
部
会
が
同
時
進
行
と
な
り
、
購
買
部
会
で
は

運
営
状
況
に
続
き
全
医
協
連
関
課
長
代
理
よ
り

「
春
季
J
M
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
紹
介
、「
医

師
協
V
I
S
A
カ
ー
ド
」の
取
扱
経
緯
と
検
討

課
題
を
資
料
に
基
づ
き
詳
細
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
、榎
本
調
査
研
究
員
よ
り
6
月
1
日（
土
）・

2
日（
日
）開
催
の
購
買
職
員
研
修
会
の
内
容
説

明
、
秋
季
J
M
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
売
上
集
計

よ
り
実
績
報
告
が
有
り
ま
し
た
。
協
議
事
項
で

は
通
販
10
周
年
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
新
商
品

と
し
て
㈱
島
津
理
化
の
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
・
㈱

オ
リ
バ
ー
の
病
院
用
家
具
の
取
扱
が
検
討
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
7
月
20
日（
土
）福

岡
市
で
開
催
予
定
の
事
務
局
代
表
者
会
議
、
購

買
・
保
険
部
会
開
催
の
説
明
が
あ
り
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

保
険
部
会
で
は
運
営
状
況
に
続
き
全
医
協
連

齊
藤
事
務
局
長
よ
り「
休
診
共
済
制
度
」の
再
開

に
向
け
て
の
課
題
、
塚
越
課
長
よ
り「
休
診
共

済
会
三
〇
％
団
体
割
引
の
所
得
補
償
保
険
」の

代
理
店
分
担
等
、
今
後
の
対
応
説
明
の
後
、
福

祉
職
員
研
修
会
の
日
程
・
開
催
地
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
協
議
事
項
で
は
事
務
局
代
表
者
会

議
、
購
買
・
保
険
部
会
開
催
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
エ
ー
ス
損
害
保
険
㈱
よ
り
新
商
品
の

紹
介
及
び
取
扱
商
品
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
参
加
医
協
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、

事
務
局
は
頂
い
た
要
望
・
意
見
を
基
に
新
商
品

開
発
に
努
力
し
、
取
扱
時
に
は
各
単
組
へ
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
で
全
員
了
承
と
な
り
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
、
研
修
会
場
隣
の
博
多
の
料
亭

懇親会（料亭稚加榮） 研修会風景
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頂
き
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
岡
空
港
・
博
多
駅
で
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
組
は
福
岡
県
糸
島
半
島
の
南
、
雷
山

の
山
裾
の
丘
陵
地
に
あ
る
福
岡
の
歴
史
と
自
然

の
恵
み
を
資
産
と
し
た
名
門「
伊
都
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
」で
開
催
さ
れ
、
一
同
戦
略
性
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
参
加
者
十
五
名

楽
し
く
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
ゴ
ル
フ
談
義
に
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
品
を
頂
き
、
み
な
さ
ん

満
足
顔
で
の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
準
備
段
階
か
ら
熱
心
に
ご

協
力
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
た
筑
紫
医
師
協
同

組
合
安
元
理
事
長
他
、
役
職
員
の
皆
様
へ
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
九
医
協
連　

水
野
隆
文
）

梅
ケ
枝
餅
を
頬
張
り
な
が
ら
拝
聴
し
、
そ
の
後
、

宝
物
殿
に
て
展
示
物
を
拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
一
時
間
ほ
ど
太
宰
府
天
満
宮
を
散
策
し
、

次
に
7
世
紀
後
半
に
造
営
開
始
さ
れ
ま
し
た
観

世
音
寺
を
訪
れ
、
境
内
に
あ
る
日
本
最
古
と
い

わ
れ
る
国
宝
の
梵
鐘
を
見
学
し
、
重
要
文
化
財

の
仏
像
十
三
体
を
展
示
す
る
宝
蔵
で
は
一
同
し

ば
ら
く
太
古
の
歴
史
の
な
か
に
浸
っ
て
い
る
か

の
様
で
し
た
。
参
拝
を
終
え
た
頃
、
ち
ょ
う
ど

お
昼
時
と
な
り
昼
食
会
場
と
な
る「
銀
の
壺
」へ

移
動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の「
銀
の
壺
」は
福
岡
県
内
で
も
老
舗
中
の

老
舗
旅
館「
大
丸
別
荘
」が
経
営
し
て
い
る
店
で
、

純
和
風
の
大
丸
別
荘
と
は
全
く
異
な
り
、
モ
ダ

ン
な
外
観
・
現
代
風
な
内
装
の
な
か
田
舎
会
席

の
コ
ー
ス
を
堪
能
し
、
お
酒
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
？

「
稚
加
榮
」へ
移
動
し
、
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

筑
紫
医
師
協
同
組
合
安
元
理
事
長
の
ご
挨
拶
、

九
州
医
師
協
同
組
合
連
合
会
の
松
岡
会
長
の
ご

挨
拶
の
後
、
筑
紫
医
師
協
同
組
合
原
専
務
理
事

に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
に
て
、
開
会
と
な
り
、

各
組
合
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
終
了
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
次
会
へ
と

夜
の
街
へ
出
か
け
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

翌
日
の
観
光
組
は
情
報
交
換
を
兼
ね
て
福
岡

県
太
宰
府
市
に
あ
り
ま
す
全
国
天
満
宮
の
総
本

社
と
さ
れ
る
大
宰
府
天
満
宮
を
参
拝
し
、
味
酒

安
則
太
宰
府
禰
宜
学
芸
委
員
様
よ
り
宝
物
殿
地

下
の
会
議
室
に
て
菅
原
道
真
公
に
ま
つ
わ
る
歴

史
等
を
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
二
段
重
ね
の

……………………………………………………………………

太宰府天満宮（宝物殿）

観光組昼食（銀の壺）

伊都ゴルフ倶楽部にて
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平
成
25
年
4
月
20
日（
土
）、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
札
幌
に
て
、
平
成
25
年
度
東
北
北
海
道
医

師
協
同
組
合
定
例
協
議
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
東
北
3
組
合
か
ら
役
職
員
17
名
と
全
医

協
連
か
ら
は
小
林
会
長
は
じ
め
6
名
、
当
番
組

合
の
北
海
道
か
ら
は
22
名
の
役
職
員
が
参
加
し

て
議
案
審
議
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
北
海
道
医
協
の
木
村
専
務
理
事

の
司
会
進
行
の
も
と
、
才
善
理
事
長
の
歓
迎
の

挨
拶
、
全
医
協
連
小
林
会
長
の
祝
辞
の
後
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
は
、（
1
）協
議
会
当
番
組
合
の
引

継
ぎ
、（
2
）平
成
24
年
度
協
議
会
事
業
報
告
、

（
3
）平
成
24
年
度
会
計
報
告
が
い
わ
て
医
協
よ

り
あ
り
、
議
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、（
1
）平
成
25
年
度
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
北
海
道
医
協
よ
り
説
明
が
あ
り
、

提
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次
に（
2
）全

医
協
連
役
員
改
選
に
伴
う「
推
薦
委
員
」の
選
出

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
協
議
の
結
果
、
宮
城
県

医
協
の
伊
東
潤
造
理
事
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、（
3
）ブ
ロ
ッ
ク
各
組
合
よ
り
事
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
貴
重

な
情
報
交
換
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
全
医
協
連
の
喜
多
原
事
務
局
長
、
塚

越
課
長
、
関
課
長
代
理
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
全
医
協

連
の
現
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

1
．
日
本
医
師
会
と
の
交
流
会
開
催
の
報
告

2
． 

購
買
部
か
ら
、
①
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
販
売

事
業
に
つ
い
て
、
②
医
師
協
カ
ー
ド
の
取

組
に
つ
い
て

3
． 

福
祉
部
か
ら
、
認
可
特
定
保
険
業
者
の
申

請
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

以
上
の
事
項
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
頂
き
、

す
べ
て
の
議
案
審
議
が
終
了
し
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
は
、
才
善
理

事
長
の
開
会
挨
拶
、
全
医
協
連
小
林
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
次
期
当
番
組
合
と
な
る
山
形
県
医

師
協
の
有
海
理
事
長
の
祝
杯
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
地
元
北
海
道
の
日
本
酒
を
堪
能
頂

き
た
い
と
準
備
を
致
し
ま
し
た
。
酒
造
り
の
本

場
か
ら
お
集
ま
り
の
方
々
ば
か
り
で
す
の
で

少
々
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
好
評
を
頂

き
酒
宴
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

歓
談
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
会
場
を
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
23
階
の「
ス
カ
イ
レ

ス
ト
ラ
ン
ロ
ン
ド
」に
移
し
、
札
幌
の
夜
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
の
2
次
会
と
な
り

ま
し
た
。
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（

北
海
道
医
協　

藤
田　

昭
）

会議風景
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今
回
の
式
典
開
催
は
平
成
24
年
10
月
の
理
事

会
に
お
い
て
開
催
日
時
を
平
成
25
年
5
月
26
日

（
日
）午
後
5
時
30
分
開
始
、
開
催
場
所
を
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
ペ
リ
ー
来
航
の
間
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
当

組
合
に
お
い
て
周
年
式
典
開
催
は
創
立
以
来
初

め
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

開
催
ま
で
に
は
色
々
と
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
当
日

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

式
典
当
日
に
は
組
合
員
各
位
及
び
奥
様
方
、

指
定
業
者
各
社
の
方
々
な
ど
総
勢
1
5
0
名
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
小
林

照
尚
会
長
、
横
浜
市
医
師
会
白
井　

尚
副
会
長

の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
長
年
組
合
事
業

を
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の

中
か
ら
特
に
顕
著
な
実
績
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る

先
生
方
17
名
の
表
彰
、
さ
ら
に
毎
年
組
合
収
益

向
上
に
寄
与
い
た
だ
い
て
い
る
指
定
業
者
各
社

の
中
か
ら
選
別
し
た
15
社
の
表
彰
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ピ
ア
ノ
奏
者
中
村
直
樹
氏
に
よ
る
演

奏
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
中
村
初
惠
さ
ん
の
独
唱
を

堪
能
し
た
後
、
祝
宴
が
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
参
加
者
全
員
が
楽
し
く
語
ら
い
、

笑
い
、
素
晴
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

横
浜
医
療
協
同
組
合
の
歴
史
は
ま
だ
30
年
足

ら
ず
で
あ
り
、
全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
傘

下
の
各
地
区
協
同
組
合
の
中
で
は
44
番
目
に
創

立
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
組
合
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
加
入
組
合
員
に
と
っ
て
利
用
価
値
が
あ

り
、
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
指
定
業
者
各
社
に

と
っ
て
も
参
加
価
値
の
あ
る
協
同
組
合
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
お
り
ま
す
。

最
後
に
こ
の
式
典
開
催
に
当
り
、
ご
支
援
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
横
浜
医
療
協　

大
森
一
記
）

祝
賀
会
風
景

横
浜
市
医
師
会
　
白
井
副
会
長



平
成
25
年
度 

第
1
回
医
師
協
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会 

報
告

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

 ●52

平
成
25
年
5
月
18
日（
土
）午
後
5
時
よ
り
、
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
3
階
光
風
の
間
に
お
い
て
、

全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
小
林
会
長
と
岩

田
専
務
理
事
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
四
国
5
医
協

の
役
員
と
事
務
局
を
含
め
33
名
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
開
催
担
当
医
協
で
あ
る
徳
島
医
協
豊

﨑
理
事
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
小
林
会
長
か

ら
は
現
状
報
告
と
し
て
全
医
協
連
役
員
と
日
本
医

師
会
役
員
と
の
交
流
会
の
結
果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
書

店
販
売
事
業
、
医
師
協
カ
ー
ド
、
共
済
事
業
の
再

開
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

引
き
続
い
て
次
の
議
題
に
よ
り
協
議
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

【
議
題
】

1
． 平
成
24
年
度 

医
師
協
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

の
会
計
報
告

 

幹
事
医
協
の
高
松
市
医
協
か
ら
、
協
議
会
の
会

計
報
告
と
監
査
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

2
． 医
師
協
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
規
約
の
一
部
改
正

 

全
医
協
連
か
ら
3
月
に
依
頼
の
あ
っ
た「
役
員

推
薦
委
員
」の
選
出
順
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
医

協
が
新
加
入
し
た
関
係
か
ら
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
の
開
催
順（
高
松
市⇒
高
知⇒
松
山
市

⇒

徳
島⇒

愛
媛
県
）に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
従
っ
て
規
約
第
9
条
に「
役
員
推
薦
委
員
」

の
条
文
を
追
加
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
た
。

3
． 全
医
協
連
か
ら
の「
役
員
推
薦
委
員
」の
選
出

依
頼
文
書
に
対
し
て
の
選
出
者

 

愛
媛
県
医
協
か
ら
、
久
野
梧
郎
理
事
長
を
推
薦

す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

4
．福
祉
調
査
研
究
会
か
ら
の
報
告

 

窪
内
調
査
研
究
員
か
ら
、
6
月
29
日
、
30
日
に
福

井
県
で
開
催
さ
れ
る
福
祉
研
修
会
で
は
、
①「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
お
け
る
2
0
2
5

年
モ
デ
ル
」、
②
税
制
改
革（
相
続
税
を
中
心
に
）

の
演
題
で
辻
・
本
郷
税
理
士
法
人
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
谷
本
正
徳
部
長
に
ご
講
演
を
依
頼
し
て
い

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

5
．購
買
調
査
研
究
会
か
ら
の
報
告

大
平
調
査
研
究
員
か
ら
、
次
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

●
日
販
の
雑
誌
の
定
期
購
読
事
業

 

3
月
時
点
で
15
医
協
が
参
加
し
て
お
り
、
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
徳
島
と
愛
媛
県
医
協
が
実
施
し

て
い
る
。
徳
島
医
協
で
案
内
し
た
と
こ
ろ
10
件

の
申
込
み
、
約
30
万
円
の
注
文
が
あ
り
、
雑
誌

と
週
刊
誌
の
割
合
は
4
：
6
の
割
合
で
あ
っ
た
。

　

●
購
買
研
修
会

 

6
月
1
日
、
2
日
に
東
京
で「
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店

販
売
事
業
」、「
医
師
協
カ
ー
ド
」、「
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
と
診
療
所
市
場
に
つ
い

て
」の
説
明
会
と
5
テ
ー
マ
の
分
科
会
が
開
催

さ
れ
る
。

6
．全
医
協
連
事
務
局
か
ら
の
報
告

全
医
協
連
事
務
局
か
ら
下
記
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

①
日
本
医
師
会
＆
全
医
協
連
連
絡
会

　
　
（
担
当
：
塚
越
課
長
）

会
議
風
景
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検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

● 

大
塚
家
具（
大
阪
南
港
店
）か
ら
の

提
携
依
頼

　

 

大
塚
家
具
は
国
内
2
7
3
社
、
海
外
28
か
国

1
8
6
社
の
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
を
甲
子
園
球

場
約
2
面
分
の
広
さ
の
南
港
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

で
展
示
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
京
阪
神
6
医

協
か
ら
の
紹
介
で
1
億
4
3
4
8
万
円
の
売

上
げ
が
あ
り
、
四
国
四
県
で
の
一
般
購
入
額

は
2
1
7
件
9
1
9
4
万
円
だ
っ
た
の
で
、

四
国
の
各
医
協
と
提
携
し
組
合
員
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

●
㈱
ミ
ド
リ
安
全
か
ら
の
提
携
依
頼
に
つい
て

　

 

㈱
ミ
ド
リ
安
全
は
国
内
営
業
所
2
0
0
か
所

の
う
ち
四
国
管
内
に
6
支
店
あ
る
の
で
、
各

医
協
と
提
携
し
て
災
害
対
策
用
品
を
中
心
に

「
現
地
現
物
の
販
売
」と
し
て
、
提
携
販
売
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

【
懇
親
会
】

会
議
終
了
後
、
徳
島
市
富
田
町
に
あ
る
料
亭「
し

ま
だ
」に
場
所
を
変
え
て
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。

あ
で
や
か
な
芸
子
さ
ん
の
華
や
か
な「
潮
来
出
島
」

と「
島
田
の
ブ
ン
ブ
ン
」の
踊
り
に
お
酒
の
酔
い
も

回
っ
て
に
ぎ
や
か
に
最
後
は
阿
波
踊
り
の
乱
舞
に

て
終
わ
り
ま
し
た
。
2
次
会
は
ピ
ア
ノ
バ
ー
で
開

催
さ
れ
、
持
ち
歌
や
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
を
ピ
ア
ノ
伴

奏
で
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
別
腹
コ
ー
ス
と
し
て
最
後
の
締
め
に
、

た
ら
い
う
ど
ん
の「
千
力
」と
徳
島
ラ
ー
メ
ン
の

「
東
大
」に
分
か
れ
て
散
会
し
ま
し
た
。

【
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
】

翌
日
、
サ
ン
ピ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
11
名
が
集

合
し
ま
し
た
。
土
曜
日
の
好
天
か
ら
打
っ
て
変
わ

っ
て
風
も
強
く
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
と
雨

　

 

平
成
25
年
4
月
に
全
医
協
連
会
館
に
お
い
て

日
本
医
師
会
今
村
副
会
長
と
三
上
常
任
理
事

を
迎
え
て
全
医
協
連
役
員
と
標
記
連
絡
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
日
医
か
ら
、「
医
師
協
カ

ー
ド
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
販
売
事
業
」は
勤

務
医
へ
の
福
利
厚
生
事
業
や
組
織
率
向
上
に

直
結
す
る
良
い
サ
ー
ビ
ス
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
。
今
後
、
医
協
未
設
置
県
対
策
と
し

て
日
医
と
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、
日
医
ニ

ュ
ー
ス
へ
全
医
協
連
の
紹
介
記
事
や
広
告
を

掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
大

変
意
義
深
い
内
容
と
な
っ
た
。

　

②
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
販
売
事
業

　
　
（
担
当
：
萩
原
職
員
）

　

 

5
月
現
在
、
17
の
医
師
協
が
当
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
尚
、
当
事
業
の
中
に
は
書
籍

や
D
V
D
、
C
D
等
を
注
文
で
き
る【
一
般
書

籍
】と
週
刊
誌
や
月
刊
誌
が
注
文
で
き
る【
雑

誌
定
期
購
読
】が
あ
り
、
特
に【
雑
誌
定
期
購

読
】の
売
上
は
拡
大
し
て
い
る
。

　

③
医
師
協
カ
ー
ド
の
ご
紹
介

　
　
（
担
当
：
塚
越
課
長
）

● 

メ
リ
ッ
ト
1　

先
生
方
に
カ
ー
ド
加
入
し
て

い
た
だ
く
と
、
初
年
度
年
会
費
が
ゴ
ー
ル
ド

カ
ー
ド
は
半
額
、
一
般
・
法
人
カ
ー
ド
は
無
料

と
な
る
。

● 

メ
リ
ッ
ト
2　

組
合
員
が
医
協
加
盟
店
で
カ

ー
ド
利
用
す
る
と
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
等
か

ら
5
〜
10
％
の
割
引
を
受
け
ら
れ
る
。

　

④
福
祉
部
か
ら
の
報
告（
森
本
次
長
）

　

 

認
可
特
定
保
険（
共
済
事
業
）の
申
請
状
況
は
、

一
般
社
団
法
人
J
M
C
厚
生
会
と
し
て
書
類

を
整
え
て
、
6
月
に
関
東
財
務
局
本
局
へ
本

申
請
の
予
定
。

7
．新
規
取
扱
い
希
望
の
商
品
に
つ
い
て

 

次
の
2
社
か
ら
提
携
依
頼
が
あ
り
、
各
医
協
で

模
様
と
な
り
ま
し
た
。
3
年
前
、
同
じ
ゴ
ル
フ
場

で
企
画
し
た
際
も
雨
模
様
で
8
番
ホ
ー
ル
か
ら
雷

が
鳴
り
出
し
、
懇
親
ゴ
ル
フ
を
ハ
ー
フ
で
中
止
に

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

昼
食
時
に
雨
も
強
く
な
っ
た
の
で
、
今
回
も
ハ

ー
フ
で
中
止
す
る
こ
と
と
し
、
入
浴
後
、
コ
ン
ペ

ル
ー
ム
で
表
彰
式
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

3
年
前
と
同
様
に
優
勝
等
の
順
位
決
定
を「
医
師

協
懇
親
ゴ
ル
フ　

ア
ミ
ダ
ク
ジ
争
奪
カ
ッ
プ
」と

し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
優
勝
は
徳
島
医
協

島
田
理
事
、
準
優
勝
は
松
山
市
医
協
村
上
理
事
、

B
B
賞
は
全
医
協
連
の
岩
田
専
務
理
事
と
な
り
ま

し
た
。
3
年
前
は
岩
田
専
務
理
事
が
優
勝
で
し
た

が
今
回
も
B
B
賞
を
獲
得
し
、
く
じ
運
が
強
い
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
徳
島
で
懇
親
ゴ
ル
フ
を
開
催
す
る
時
は
、

「
2
度
あ
る
こ
と
は
3
度
と
な
い
よ
う
に
他
の
ゴ

ル
フ
場
で
の
開
催
を
す
る
」と
心
に
決
め
た
と
こ

ろ
で
す
。 

（
文
責
：
徳
島
医
協
事
務
長　

大
平
榮
一
）ゴルフ組



『
紅
葉
街
駅
前
自
殺
セ
ン
タ
ー
』

◆
著
者
　
　
　  

光
本
正
記（
み
つ
も
と
　
ま
さ
き
）

◆
発
行
所
　
　  

新
潮
社

◆
定
価
　
　
　  

一
、五
〇
〇
円（
税
別
）
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書籍紹介

　

私
は
松
山
市
紅
葉
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。
ふ
と
本
屋
で
手
に
と
っ
た
本

の
題
名
は
、〝
紅
葉
街
駅
前
自
殺
セ
ン
タ
ー
〞と
い
う
も
の
で
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
候
補
が
、
つ
ま
ら
な
い
男
の
飛
び
降
り
自
殺
の
巻

き
添
え
に
な
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
6
年
後
に
、
自
殺
が
国

家
に
よ
り
管
理
さ
れ
47
都
道
府
県
に
自
殺
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
こ
の
国
の
自
殺
率
は
大
幅
に
減
っ
た
そ
う
で
す
。

　

と
に
か
く
物
語
の
発
想
が
平
凡
な
普
通
の
人
で
は
思
い
つ
か
な
い
も
の

で
す
。
非
現
実
的
で
将
来
は
こ
ん
な
施
設
が
で
き
る
の
か
な
と
思
い
な
が

ら
読
み
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
文
章
は
、
い
ろ
い
ろ
な
語
句
を
散
り
ば
め
、

流
れ
る
よ
う
で
つ
い
つ
い
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
14
歳
以
上
に
な
る
と
自
殺

に
は
国
家
の
許
可
が
い
る
。
自
殺
希
望
者
は
考
え
直
す
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
た
め
に
5
回
の
面
接
を
受
け
た
後
、
自
殺
が
決
定
さ
れ
る
。

　

自
殺
を
し
よ
う
と
す
る
主
人
公
の
洋
介
く
ん
は
、
1
歳
の
息
子
を
通
り

魔
に
母
親
で
あ
る
妻
の
目
の
前
で
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
防
げ
な
か
っ

た
夫
婦
の
や
り
き
れ
な
さ
、
だ
ん
だ
ん
溝
が
深
く
な
っ
て
い
く
。
そ
う
し

て
、
離
婚
。
そ
の
通
り
魔
が
死
刑
に
な
っ
て
し
ま
い
、
生
き
る
望
み
の
亡

く
な
っ
た
時
の
人
生
の
は
か
な
さ
。
人
は
生
き
る
希
望
が
な
か
っ
た
ら
、

死
ん
だ
ほ
う
が
マ
シ
と
い
う
発
想
。
最
後
は
、
ど
ん
で
ん
返
し
で
あ
れ
っ

と
い
う
結
末
。
若
い
新
進
気
鋭
の
作
家
で
、
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

 

（
広
報
部
部
会
員　

河
辺
忠
郎
）



『 

産
科
が
危
な
い

│
医
療
崩
壊
の
現
場
か
ら
』

◆
著
者
　
　
　  

吉
村
泰
典（
よ
し
む
ら
や
す
の
り
）

◆
発
行
所
　
　  

角
川
書
店

◆
定
価
　
　
　  

七
八
一
円（
税
別
）
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題
名
か
ら
す
ぐ
に「
や
っ
ぱ
り
、
で
も
産
科
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
な
。
」こ

う
思
う
医
療
関
係
者
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
周
産
期
医
療
の
事
故
、
妊
婦
の

た
ら
い
回
し
事
件
、
初
期
臨
床
研
修
制
度
と
医
師
不
足
、
過
重
労
働
で
あ

る
産
科（
他
の
医
科
も
同
様
で
あ
ろ
う
）。
地
域
的
偏
在
、
産
科
の
集
約
化

な
ど
の
内
容
、対
策
は
ど
う
す
る
。
筆
者
は
慶
応
義
塾
大
学
産
婦
人
科
教
授
、

日
本
産
婦
人
科
学
会
理
事
長（
2
0
0
7
〜
2
0
1
1
）、
2
0
1
3
年
3

月
よ
り
内
閣
官
房
参
与（
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
担
当
）で
あ
ら
れ
る
。

産
科
が
危
な
い
、
で
も
対
策
は
あ
る
、
安
心
、
安
全
の
出
産
を
す
る
た
め

の
対
策
を
語
ら
れ
て
い
る
。
け
っ
し
て
産
科
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
目
の

前
の
自
分
達
の
取
り
組
む
問
題
で
あ
る
。 

（
広
報
部
部
会
員　

石
河
利
一
郎
）



『 

わ
か
り
あ
え
な
い
こ
と
か
ら

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
と
は
何
か
』

◆
著
者
　
　
　  

平
田
オ
リ
ザ（
ひ
ら
た
お
り
ざ
）

◆
発
行
所
　
　  

講
談
社
現
代
新
書

◆
定
価
　
　
　  

七
四
〇
円（
税
別
）
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就
職
面
接
の
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

よ
く
聞
く
、
中
高
年
の
管
理
職
た
ち
は
近
頃
の
若
者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
な
い
と
嘆
い
て
い
る（
医
療
関
係
も
同
じ
?
）。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
が
な
い
の
で
は
な
く
、
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
と
思
う
筆

者
は
、
わ
か
り
あ
う
こ
と
が
重
点
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
考
え
に
疑
問
を

も
ち
、「
わ
か
り
あ
え
な
い
よ
、
す
ぐ
に
は
、
さ
い
し
ょ
か
ら
」と
い
う
。
会

話
と
対
話
の
違
い
、
対
話
と
対
論
の
違
い
、
日
本
文
化
は
対
話
の
概
念
が

希
薄
な
、
わ
か
り
あ
う
、
察
し
あ
う
文
化
で
あ
る
。
温
室
の
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ケ
ー
キ
と
一
言
い
え
ば
、
や
さ
し
い
マ
マ
は
す
ぐ

察
し
て
く
れ
る
、
一
人
っ
子
が
多
い
の
で
は
。

　

2
0
0
5
年
大
阪
大
学
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

教
育
機
関
の
立
ち
上
げ
に
筆
者
は
参
加
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
時
医
学
部
出

身
の
幹
部
か
ら
、
医
者
や
看
護
師
は
昔
は
病
気
や
怪
我
を
治
し
て
あ
げ
れ

ば
、
患
者
か
ら
も
家
族
か
ら
も
感
謝
さ
れ
た
い
い
商
売
で
し
た
。
貧
乏
だ

が
誇
り
を
持
て
る
仕
事
で
し
た
。
で
も
今
は
医
療
が
高
度
化
し
す
ぎ
て
治

す
こ
と
自
体
が
医
者
自
身
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
患

者
や
そ
の
家
族
の
気
持
ち
も
複
雑
だ
。
一
分
一
秒
で
も
長
く
生
き
た
い
の

か
、
痛
み
を
緩
和
し
た
い
の
か
、
家
に
帰
り
た
い
の
か
、
一
瞬
で
も
職
場

に
戻
り
た
い
の
か
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
い
の
か
、
一
人
で
い
た
い

の
か
、
気
持
ち
も
ひ
と
つ
で
は
な
い
、
そ
れ
ら
を
で
き
る
限
り
く
み
取
れ

な
い
と
、
医
療
行
為
に
あ
た
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
。
な
ら
ば
阪
大
で
、

で
き
る
限
り
く
み
と
れ
る
医
者
、
看
護
師
を
育
て
た
い
。
そ
の
た
め
こ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
あ
な
た（
筆
者
）を

呼
ん
だ
ん
だ
。

　

さ
て
筆
者
の
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は
…
。

 

（
広
報
部
部
会
員　

石
河
利
一
郎
）



◆ご注文・お問合せ先

アップルマンゴー

〒900-0016 沖縄県那覇市前島2-1-9 潮渡ビル2-B
TEL098-861-2323 FAX098-951-1078
E-mail:isc-23@extra.ocn.ne.jp
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医協のおすすめ品
沖縄県医師協同組合
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JMC ギャラリー 《作品をお寄せください。写真、絵画・スケッチ、イラスト、書などジャンルを問わず歓迎します。（事務局）》

森永  英彦
（福岡市）

春の公園
（福岡市植物園）
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古岡　邦人
（東京都）

ハンガリー・マーチャーシュー教会：
13世紀に王宮と同時に建てられた

チェコ・プラハのダンシングビル：ダンスコンビ
「ジンシャー＆フレッド」に因んで名づけられた

ハンガリー・ブダペストのマーチャーシュー教会にてハンガ
リー国民に愛されたハプスブルグ家のエリザベート（最も美
しい皇妃と云われる）

チェコ・プラハ；カレル橋の塔
（橋の欄干にはいくつもの彫刻がある）

59● JMC NEWS（全医協連ニュース）― No.129



 ●60

医師協の雑誌から
広報部部会員

河
かわ

辺
べ

  忠
ただ

郎
お

「春…庭のニンフたち シーラ」
近松正雄先生
（名古屋市医師協ニュース No.122）

我
々
前
期
高
齢
者
の
医
師
4
人
か
ら
な
る
ハ

ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
：
ト
ロ
ピ
カ
ル
ア
イ
ラ
ン
ダ

ー
ス
は
昨
年
8
月
、
6
回
目
の
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
、
3
2
0
人
余
り
の
友
人
と
知

人
に
聴
き
に
来
て
頂
き
、
お
か
げ
様
で
盛
会
で

し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
古
い
友
人
同
士
の
談

笑
に
花
が
咲
き
、
ビ
ー
ル
は
飲
み
放
題
な
の
で

下
手
な
演
奏
は
関
係
な
く
皆
さ
ん
楽
し
ま
れ
た

よ
う
で
す
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
を
含
め
て
11
曲
を
演
奏
し
ま

し
た
が
、
一
応
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
言
え
る
の
は
6

曲
で
、
そ
の
他
の
5
曲
は 

”悲
し
く
て
や
り
き
れ

な
い“ 

”ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス“ 

”好
き
に
な

ら
ず
に
い
ら
れ
な
い“ 
”明
日
が
あ
る
さ“ 

”別
れ

の
磯
千
鳥“ 

な
ど
の
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
で
し

た
。
”明
日
が
あ
る
さ“ 

で
は
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー

の
リ
ー
ド
で
観
客
の
皆
さ
ん
に
も 
”若
い
僕
ら
に

は
夢
が
あ
る“ 

と
歌
っ
て
も
ら
い
、昔
懐
か
し
い 

”歌
声
喫
茶“ 

の
状
況
を
呈
し
ま
し
た
。

我
々
は
結
成
23
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、既
に
65
曲
を
録
音
し
5
枚
の
C
D
を
作
っ

て
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
と
4
人
の
コ
ー
ラ
ス
を

中
心
と
し
た
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
に
変
身
し
た

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
と
思
っ
て
い
た
ら
冬
、
雪

の
季
節
、
朝
夕
暗
く
ブ
ル
ー
な
気
分
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
気
持
ち
が
暖
か

く
な
る
日
本
の
曲
を
歌
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。”旅
人
よ“
、
”上
を
向
い
て
歩
こ
う“

”浜
辺
の
歌“ 

や 

”故
郷“ 

を
練
習
し
始
め
て
い
ま

す
。
今
や
4
人
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ォ
ー
ク
か
ら
、

ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
の
世
界
に
移
ろ
う
と
し
て
い

る
感
じ
も
し
ま
す
。

今
年
の
夏
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
日
本
の
社
会

状
況
が
明
る
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冬
の
ブ
ル
ー
な
曲
と
共
に
夏
の
明
る
い
ハ
ワ
イ

の
ブ
ル
ー
も
歌
う
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
練
習
し
て
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊
練
習
は
大
変
で
す
が
、
音
楽
は
人
の
心
を
和

ま
せ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
を
幸
せ
に
す

る
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
が
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
と
出
会
っ
た
の
は
、
医

学
部
に
入
学
し
た
年
で
す
の
で
50
年
前
に
な
り

ま
す
。
大
学
入
学
時
、
今
ま
で
に
経
験
し
て
い

な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
、
ラ

グ
ビ
ー
部
を
選
び
ま
し
た
。
当
時
、
運
動
部
の

運
営
資
金
を
得
る
為
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
、
そ
の
収
入
を
そ
れ
に
充
て
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
演
奏
を
し
て

い
た
の
が
同
じ
医
学
部
の
学
生
が
結
成
し
て
い

る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
で
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
の
多

く
の
先
輩
が
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
で
、

そ
れ
が
と
て
も
新
鮮
で
、
格
好
良
く
見
え
ま
し

た
。
自
分
た
ち
の
学
年
で
も
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
を

作
ろ
う
と
声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
ク
ラ
ス
60
名

の
う
ち
の
14
名
が
賛
同
し
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
を
結

成
し
ま
し
た
。
自
分
は
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ル
ー
ト
等
を
担
当
し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
喫
茶
に
も
よ
く
通
っ
て
ジ
ャ
ズ
の
虜
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
音
響
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
で
ス
タ
ー

ト
を
し
ま
し
た
の
で
コ
ン
ボ
バ
ン
ド
の
サ
ウ
ン

ド
が
少
し
物
足
り
な
く
感
じ
る
時
期
が
あ
り
ま

し
た
が
、
大
学
を
卒
業
し
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の

中
で
楽
器
を
奏
で
る
機
会
が
な
く
な
る
と
、
ビ

ッ
グ
バ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
の
迫
力
か
ら
個
人
技
で

あ
る
ア
ド
リ
ブ
の
素
晴
ら
し
さ
に
惹
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

開
業
し
て
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
当
院

の
B
G
M
は
開
業
以
来
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
を
流
し

て
い
ま
す
。
開
業
当
初
に
は
患
者
さ
ん
か
ら「
な

ん
で
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
て
い
る
の
か
？
」「
演
歌
に

変
え
て
く
れ
な
い
か
？
」等
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

最
近
で
は「
せ
っ
か
く
ジ
ャ
ズ
を
流
す
の
な
ら
も

っ
と
大
き
な
音
量
に
し
て
欲
し
い
」と
い
う
声
も

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
7
月
、
68
歳
の
誕
生
日
に
娘
が
ク
ラ
ン

ポ
ン
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
で
左
第
3
指
を
骨
折
し

て
以
来
曲
が
っ
た
指
で
、
演
奏
を
断
念
し
て
い
ま

し
た
が
、
再
び
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏
を
基
礎
か

ら
始
め
て
み
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。青
春
時

代
に
戻
っ
て
、
ア
ド
リ
ブ
に
と
き
め
い
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
紙
面
の
関
係
上
大
幅
に
割
愛
し
、
掲
載
し
ま

し
た
。
楽
器
を
扱
え
る
と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。

「
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
と
の
出
会
い
」 …
…
…
…

中
野
佐
上
先
生

（
名
古
屋
市
医
師
会
協
同
組
合
ニュー
ス 

No. 

122
よ
り
）

「
冬
の
ブ
ル
ー
な
ハワ
イ
ア
ン
」 …
…
…
…
…

井
原
俊
彦
先
生

（
広
島
県
医
師
協
だ
よ
り 

No. 

510
よ
り
）

「刻」中澤砂土子（彪先生の奥様）
（広島県医師協だより No.510）
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テ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
案
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
全
医
協
連
の
本
部
事
務
局
が
置
か
れ

て
い
る
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
理
事
数
が
4

人
と
い
う
こ
と
は
、
組
織
の
運
営
上
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
以
上
を
審
議
の
結
果
、

特
別
質
問
も
な
く
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
近
医
協
連
の
副
理
事
長
で
も
あ

る
浅
野
理
事
か
ら
今
回
の
決
定
に
対
す
る
御
礼

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
次
い
で
、
第
14
号
議

案「
医
師
協
カ
ー
ド
」の
事
業
展
開
に
つ
い
て
で

す
が
、
関
課
長
代
理
か
ら
大
阪
医
協
と
の
話
し

合
い
の
中
で
よ
り
良
い
取
組
条
件
を
提
示
し
て

い
た
だ
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
組
合
員
の
メ

リ
ッ
ト
、
医
協
の
メ
リ
ッ
ト
、
集
金
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
質
問
と
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
す
で
に
事
業
展
開
し
て
い
る
医
協

の
先
生
方
か
ら
の
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
事

業
で
あ
る
と
の
ご
助
言
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
や
っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
」と
の
感
が
あ
り
ま
す

が
、
積
極
的
に
推
進
し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と

が
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
15
号
議

案「
法
律
顧
問
の
変
更
に
つ
い
て
」は
、
喜
多
原

局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
前
法
律
顧
問
の
藤
井

一
男
弁
護
士
ご
逝
去
に
伴
う
交
代
で
、
新
た
に

前
日
の
夜
は
、
東
京
も
横
殴
り
の
暴
風
雨
に

見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
日
曜
日
の
朝
に

は
青
空
が
広
が
り
南
風
が
吹
い
た
た
め
に
暖
か

な
良
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。
暴
風
雨
の
中
夜

の
東
京
に
お
出
か
け
に
な
ら
れ
た
先
生
方
は
、

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
4
月
7
日
の
理
事
会

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

小
林
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
新
た
に
事
務

局
長
と
な
り
ま
し
た
喜
多
原
さ
ん
か
ら
就
任
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
協
議
事
項
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
、

第
13
号
議
案「
平
成
25
年
役
員
改
選
に
つ
い
て
」

の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
ま
ず
会
長
か
ら
、
近

医
協
連
の
要
望
書
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

今
ま
で
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
ま
と
め
て
、

さ
ら
に
は
前
日
開
か
れ
た
常
務
会
で
の
検
討
を

踏
ま
え
て
次
の
よ
う
な
案
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
理
事
数
と
監
事

数
は
、
現
状
の
ま
ま
と
し
増
員
し
な
い
こ
と
、

配
分
方
法
に
つ
い
て
は
理
事
と
監
事
は
別
々
に

検
討
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
本
来
は
組
合
数
に
よ
る
配
分
が
原
則
で
あ

る
が
、
近
医
協
連
の
提
案
に
よ
る
所
属
員
数
か

ら
の
検
討
を
加
味
し
た
う
え
で
、
理
事
数
は
関

東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
を
1
人
減
と
し
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
を
1
人
増
と
す
る
案
と
、
監
事
は
平
成
21

年
5
月
17
日
開
催
の
理
事
会
決
定
通
り
の
ロ
ー

さ
く
ら
共
同
法
律
事
務
所
の
後
藤
千
恵
弁
護
士

に
法
律
顧
問
を
委
託
す
る
件
が
全
員
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
に
移
り
、
ま
ず
榮
田
理
事
か
ら
総

務
部
関
連
の
報
告
と
年
間
行
事
予
定
表
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
天
野
常
務
か
ら
2
月
末
累
計

の
財
務
関
連
に
つ
き
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
部
関
連
が
有
海
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、

40
年
誌
の
完
成
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
企

画
部
関
連
が
横
井
常
務
か
ら
報
告
さ
れ
、
そ
の

中
で
12
月
に
開
催
さ
れ
た
事
務
局
代
表
者
会
議

の
結
果
を
踏
ま
え
た
次
回
へ
の
取
り
組
み
方
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
い
で
、
安
元

常
務
よ
り
購
買
部
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
福
祉
部
関
連
が
清
水
常
務
よ
り

報
告
さ
れ
、
6
月
に
開
催
予
定
の
研
修
会
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
喜
多
原
事
務
局

長
か
ら
共
済
復
活
申
請
の
現
況
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
最
終
段
階
に
来
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
以
上
で
す
べ
て
の
議
案
審
議

と
報
告
が
終
わ
り
、
鮄
川
副
会
長
か
ら
閉
会
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
出
席
の
み
な
さ
ん
は
、
風
は
ま
だ
や
や
強

く
吹
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
分
暖
か
く
な
っ
た

東
京
の
街
か
ら
地
元
へ
と
帰
ら
れ
ま
し
た
。

専
務
理
事　

岩い
わ

田た 

章あ
き

男お

理
事
会
だ
よ
り
第
二
十
回
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理事会・部会だより理事会・部会だより

理事会報告理事会報告
＊第3回： 平成25年4月7日（日） 

全医協連会館2F会議室 22名
第13号議案：平成25年 役員改選について
第14号議案：「医師協カード」の事業展開について
第15号議案：法律顧問の変更について

3議案とも全会一致で承認された。

広報部会報告広報部会報告
＊第3回： 平成25年4月7日（日） 

全医協連会館2F会議室 16名
1．春潮号（128号）の反省について
・掲載順を工夫し、読みやすくする。
・短歌をもう少し前にもってくる。
2．蒼翠号（129号）の発刊計画について
3． 大森俊次氏　京都保事協理事退任に伴う原稿
依頼の件

4．次回部会開催日時の件

購買部会報告購買部会報告
＊第5回： 平成25年6月2日（日）　KFCホール 21名

1． 平成24年度事業報告（案）＆平成24年度事業計画（案）
2．平成25年度予算（案）
3．次回の会議日程について

福祉部会報告福祉部会報告
＊第3回： 平成25年6月30日（日）　ホテルフジタ福井 25名

1． 平成24年度事業報告並びに平成25年度事業
計画（案）検討の件

2． 平成24年度収支報告並びに平成25年度収支
計画（案）検討の件

3．平成25年度表彰組合選定基準検討の件
4．次回福祉担当職員研修会日程の件
5．次回福祉部会日程の件

調査企画部調査研究会報告調査企画部調査研究会報告
＊第3回： 平成25年6月15日（土）　 

名古屋市医師協会館 10名
1．活動方針について
2．平成25年度事務局代表者会議について
3．次回調査研究会日程の件

役員推薦会議役員推薦会議
＊第1回： 平成23年6月12日（日）　 

全医協連会館2F会議室 8名
次期役員候補者選出の件

全医協連活動状況全医協連活動状況
◆平成25年
4 月 6日（土） 常務会　中間監査
4月 7日（日） 第3回理事会　第3回広報部会
4月11日（木） 全医協連・日本医師会連絡会
4月20日（土） 東北北海道ブロック定例協議会に　

小林会長・岩田専務理事・安元常務理
事・喜多原事務局長・塚越課長・関課
長代理出席（京王プラザホテル札幌）

5月14日（火） 日本医師会公益法人移行祝賀会に小
林会長・塚越課長出席（帝国ホテル）

5月15日（水） 常務会
5月18日（土） 四国ブロック協議会に小林会長・岩田

専務理事・森本次長・塚越課長・萩
原職員出席（ホテルクレメント徳島）

5月25日（土） 都医協連第45回通常総会懇親会に
小林会長・関課長代理出席 
（ロイヤルパークホテル）

5月26日（日） 横浜医協創立30周年記念式典に 
小林会長・喜多原事務局長出席 
（ホテルニューグランド）

6月 1日（土）・2日（日）
 購買担当職員研修会 

（KFCホール・第一ホテル両国）
6月 2日（日） 第5回購買部会（KFCホール）
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6 月 8日（土） 近医協連第47回通常総会に 
小林会長・喜多原事務局長出席 
（ダイワロイネットホテル和歌山）

6月 9日（日） 第1回役員推薦会議
6月15日（土） 調査企画部調査研究会 

（名古屋市医師協会館）
6月16日（日） 名古屋市医協創立50周年記念式典

に小林会長・三好副会長・岩田専務
理事・喜多原事務局長出席 
（名古屋東急ホテル）

6月29日（土）・30日（日）
 福祉担当職員研修会（ホテルフジタ福井）
6 月30日（日） 第3回福祉部会（ホテルフジタ福井）

今後の予定今後の予定
◆平成25年
7 月 7日（日） 第4回広報部会
8月 4日（日） 第4回理事会　第2回役員推薦会議
10月 5日（土） 常務会　期末監査
10月 6日（日） 第1回理事会　第1回広報部会
11月3日（日） 第41回通常総会・懇親会 

（横浜ベイホテル東急）
12月7日（土）・8日（日）
 事務局代表者会議

事務局長ご挨拶
　この4月より齊藤憲一事務局長の後任として、
事務局長を拝命致しました喜多原でございます。
　私は、平成22年4月の入局後、福祉部・購買部・
調査企画部などを担当してまいりましたが、今後
の私の役割は、全国の組合員の方々にお役に立
てる事業（購買・福祉など）を、各医協の皆様の
お力をお借りして、発展させていく事だと思ってい
ます。その為に、事務局職員と心を一つにして、
職員個々の能力を高めると同時に、全国の皆様
から頼られる事務局づくりに邁進します。今後とも、
どうぞ、よろしくお願い致します。

（全医協連事務局長　喜多原 健）
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連
会
館
に
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
連
絡
会
も
4
回
目
を
迎
え
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
、
内
容
も
充
実
し
て
き
て
お
り
、

全
医
協
連
・
日
本
医
師
会
の
連
絡
会
が
、
平

成
25
年
4
月
11
日（
木
）に
全
医
協
連
会
館
2
階

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
連
絡
会
は

相
互
の
親
密
化
・
情
報
交
換
を
目
的
に
、
平
成

23
年
よ
り
、
年
2
回
の
ペ
ー
ス
で
相
互
開
催
を

し
て
お
り
、
今
回
は
全
医
協
連
幹
事
で
第
4
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
本
医
師
会
か
ら
、
今
村
聡
副
会

長
、
三
上
裕
司
常
任
理
事
、
事
務
局
5
名
、
全

医
協
連
か
ら
は
、
小
林
会
長
・
岩
田
専
務
理
事
・

榮
田
理
事
、
事
務
局
4
名
の
総
計
14
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
小
林
会
長
か
ら
は「
本
日
は
、
全
医
協

双
方
に
と
っ
て
中
身
の
濃
い
情
報
交
換
が
で
き

れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
」と
歓
迎
の
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
医
師
会
か
ら
は
、
今
村
副
会
長
よ
り
、
公

益
社
団
法
人
化
移
行
完
了
、
三
上
常
任
理
事
か

ら
は
、認
可
特
定
保
険
業
者
と
し
て
日
医
年
金
販

売
開
始
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
全
医
協
連
か
ら
は
、
新
規
事
業
と
し

て
①
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
事
業
②
医
師
協
カ
ー
ド

事
業（
大
阪
府
医
協
が
中
心
と
な
り
全
国
10
医

協
が
展
開
中
）の
全
医
協
連
と
し
て
の
取
組
開

始
に
つ
き
、
ご
説
明
致
し
ま
し
た
。
両
事
業
と

も
、
日
本
医
師
会
か
ら
は
、「
開
業
医
の
み
な
ら

ず
勤
務
医
の
先
生
方
に
も
利
用
し
や
す
く
会
員

組
織
率
の
向
上
に
も
役
立
つ
素
晴
ら
し
い
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
日
医
と
し
て
も
協
力
で
き
る
点

が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い
」と
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
書

店
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
ご
質
問
・
ご
意

見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
連
絡
会
の
模
様
は
、
日
本
医
師
会

会
員
向
け
情
報
サ
イ
ト「
白
ク
マ
通
信 

5
／
22

号
」で
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

全
医
協
連
で
は
、
今
後
と
も
日
本
医
師
会
と

の
一
層
の
親
密
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
全
医
協
連
事
務
局
長　

喜
多
原　

健
）

全
医
協
連
・日
本
医
師
会
連
絡
会

日医 今村副会長・全医協連 小林会長
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7
月
も
半
ば
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

参
議
院
選
挙
は
、
そ
の
結
果
次
第
で
日
本
の
景
気
回
復
・
東
北
の
復
興
に

弾
み
が
つ
く
か
否
か
の
分
岐
点
に
な
り
ま
す
。
結
果
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
J
M
C
ニ
ュ
ー
ス
が
読
者
の
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
の
は

投
票
日
の
直
前
に
な
り
ま
す
。
日
本
医
師
会
は
、
組
織
内
候
補
で
あ
る
羽

生
田
候
補
の
上
位
当
選
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
上
位
当
選
さ
せ
る
こ
と

で
国
政
の
場
で
の
発
言
力
も
強
ま
り
、
国
民
皆
保
険
の
堅
持
や
混
合
診
療

全
面
解
禁
阻
止
・
控
除
対
象
外
消
費
税
の
問
題
な
ど
諸
懸
案
も
前
向
き
に

進
ん
で
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
今
回
号
で
す
が
、
特
集
で
は
み
ず
ほ
総
研
の
野
口
雄
裕
様
に「
イ

ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
政
策
と
日
本
経
済
」と
題
し
て
書
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
経
済
は
先
が
読
め
な
い
と
言
う
こ
と
が
良
く
判
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
が
ど
こ
に
行
く
の
か
余
計
混
沌
と
し
て
き
ま
し
た
。
お
国
自
慢
は
、
我

が
宮
崎
県
か
ら
田
中
宏
幸
先
生
に
宮
崎
の
自
然
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
国
温
泉
め
ぐ
り
は
三
好
壮
一
先
生
か
ら
白
浜
温
泉
の
紹
介
で
す
。

古
岡
邦
人
先
生
の「
魏
志
東
夷
伝
弁
辰
条
」は
毎
号
の
こ
と
な
が
ら
先
生
の

造
詣
の
深
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に

執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

（
広
報
部
部
会
員　

立
元
祐
保
）

●
編
集
後
記

●
編
集
後
記

ホテルモントレ銀座
ホテルモントレ ラ・スール銀座

＊いずれもサービス料込・諸税込の料金です。
〔お問い合わせ・お申し込み先〕
ホテルモントレ 宿泊予約
TEL：03-3544-7111　FAX：03-3544-1600
mailto：gind＠hotelmonterey.co.jp パソコンはこちらhttp://www.hotelmonterey.co.jp/ginza/houjin2012

ホテルモントレ銀座
ホテルモントレ ラ・スール銀座

さらにお得なご契約法人様向けインターネット
限定プラン

（各種お部屋タイプご用意しております）
→QRコードはこちら：スマート
　フォン専用

※お申し込みの際は、会社名入力欄に
　全国医師協同組合連合会と記載をお願いします

ご契約法人様
限定プラン

ご契約法人様
限定プラン

平日 休前日 休日
12,000 12,000
14,100 14,100

ツイン
（2名1室料金）

17,000 17,000
21,200

14,000
16,100
21,000
25,200 21,200

シングル
（1名1室料金）

朝食付
朝食なし
朝食付
朝食なし

全医協連法人契約ホテル一覧全医協連法人契約ホテル一覧
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Security Business
万全のセキュリティー確保の為、エント
ランス・客室のロックの開錠、エレベ
ーターの操作までを一枚の非接触型IC
カードで管理するシステムを採用して
います。

非接触型ICカードシステム

リアルタイムにビジネスをサポート。
全室に無料高速インターネット環境
（VPN接続可）を整備。PCの貸し出し
もございます。又、ロビーには無料
でご利用いただけるインターネット
コーナーがございます。

全室高速インターネット対応。
充実のビジネス環境をご提供いたします。

■JR東京駅八重洲口より徒歩7分　■東京メトロ銀座線 京橋駅出
口6番より徒歩2分　■都営地下鉄浅草線 宝町駅出口A5・A6・A7
より徒歩1分　■JR京葉線 八丁堀駅出口A3より徒歩8分

相鉄フレッサイン　東京京橋
「法人契約料金のご案内」

期間 2013月4日1日 から 2014年3月31日迄

ホテル 客室タイプ サイズ（m2） 人員 平日 休前日 休日

東京京橋

シングル 11.49～
13.44

1名様 9,000 10,000 8,000
2名様 10,000 11,000 9,000

ダブル 12.98～
14.20

1名様 9,500 10,500 8,500
2名様 10,500 11,500 9,500

ツイン 23.63～
28.83

1名様 12,000 18,000 11,000 
2名様 15,000 20,000 14,000

★１泊1室当たり（朝食別）の税込み料金です。サービス料はいただだいておりません。
★朝食料金は800円（税金込）になります。
★ ご予約時に必ず「全国医師協同組合連合会」とお知らせください、お知らせ頂かない場合は、上記料金が適
用になりません。
★年末年始（12/31～1/2）ゴールデンウイーク（5/3～5/5）は除外とさせて頂きます。

★★★　ご予約・お問い合わせ　★★★
相鉄フレッサイン東京京橋　TEL：03‐5250‐2031　 Email：kyobashi@fresa-inn.jp

……………………………………………………………………………

全医協連法人契約ホテル一覧全医協連法人契約ホテル一覧
全医協連では、下記ホテルと法人契約を結んでおります。
ご予約の際、全国医師協同組合連合会名と法人契約がある旨を伝えていただくと、
ご優待価格でご宿泊ができます。ご利用下さいますようよろしくお願いいたします。
※部屋数には限りがありますので、予めご了承をお願いします。 （金額は税サ込）

東京駅、銀座は徒歩圏内。
インテリアデザイナー監修のスタイリッシュなホテル。
万全のセキュリティーにより、安心してくつろげる快適空間。

東京駅、銀座は徒歩圏内。
インテリアデザイナー監修のスタイリッシュなホテル。
万全のセキュリティーにより、安心してくつろげる快適空間。
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東京ドームホテル
〒112-8562 
東京都文京区後楽1-3-61

〈ご予約・お問合せ〉
担当：宿泊予約課（直通） 
TEL  03-5805-2222

9階～38階 特 別 料 金 通 常 料 金
1名様 2名様 3名様 1名様 2名様 3名様

シングル（26m2） 13,000
（15,115） － － 19,000

（22,145） － －

ダブル（26m2） 14,000
（16,370）

17,000
（19,635） － 20,000

（23,300）
24,000

（27,920） －

ツイン（33m2） 17,500
（20,412）

20,000
（23,300） － 25,000

（29,075）
29,000

（33,895） －

トリプル（33m2） － － 23,000
（26,565） － － 33,000

（38,415）

エクセレンシィフロア
（39階～41階）

特 別 料 金 通 常 料 金
1名様 2名様 1名様 2名様

ダブル（33m2） 21,000
（24,455）

26,000
（30,230）

30,000
（34,850）

37,000
（43,135）

ツイン（33m2） 21,000
（24,455）

26,000
（30,230）

30,000
（34,850）

37,000
（43,135）

レギュラー スイート（51～56m2）
（エクセレンシィ A）

35,000
（40,625）

35,000
（40,825）

50,000
（57,950）

50,000
（58,150）

レギュラー スイート（66m2）
（エクセレンシィ B）

42,000
（48,710）

42,000
（48,910）

60,000
（69,500）

60,000
（69,700）

デラックス スイート（133m2）
（パレススイート／パークスイート）

105,000
（121,475）

105,000
（121,675）

150,000
（173,450）

150,000
（173,650）

※ 上記料金は一室料金となります。（　）内はサービス料・諸税込料金です。
　 エクセレンシィフロアご利用のお客様は、専用ラウンジにてコンチネンタルブレックファーストを無料でお取り頂けます。

※上記料金は一室料金となります。（　）内はサービス料・諸税込料金です。
　朝食ご希望の場合はお一人様￥2,310（税金込）加算となります。
　（3Ｆレストラン又は4Ｆ和食よりお選びいただけます。）

2013年4月1日～2014年3月31日（除外日　2013年12月31日・2014年1月1日）

〈特別宿泊料金〉

〈適用期間〉

1名1室料金

●第一ホテルアネックス　〒100-0011 東京都千代田区内幸町1-5-2　Tel.03-3503-5611（大代表）

優待料金（シングルユース）　サービス料別・諸税別

スーペリアルーム
（ツイン又はダブル）

スタンダードダブル

2名1室料金

￥39,000
￥45,445

32㎡

22㎡

￥22,000 ￥24,000
￥25,610（税サコミ） ￥27,920（税サコミ）

￥29,000
￥33,895

￥16,000 ￥18,000
￥18,680（税サコミ） ￥20,790（税サコミ）

正規室料

優待料金（シングルユース）　サービス料別・諸税別正規室料

第一ホテル東京
JR新橋駅より徒歩2分

第一ホテルアネックス
JR新橋駅より徒歩3分

2名1室料金

1名1室料金2名1室料金

1名1室料金

￥35,000
￥40,625

￥25,000
￥29,075

1名1室料金 2名1室料金

●第一ホテル東京　〒105-8621 東京都港区新橋1-2-6　Tel.03-3501-4411（大代表）

ご予約時、「貴社名・コーポレート契約がある旨」お申し出下さい。

・宿泊予約　
・宿泊予約
・第一ホテル東京宿泊予約 Tel. 03－3596－8405＊時間外はフロントへ自動転送いたします。
・第一ホテルアネックス宿泊予約 Tel. 03－3596－8406＊時間外はフロントへ自動転送いたします。

▶ご予約は、宿泊予約スタッフが承ります。（時間外はフロントスタッフへお申し付け下さい）

　コーポレート専用宿泊予約電話　Tel. 03－3596－7700（9：00～18：00）
Fax. 03－3501－0907

Email　reserve@daiichi-hotel.co.jp（9:00 ～ 18:00）＊アドレスが変更になりました

★本年度より全国の阪急阪神第一ホテルグループホテルもご優待料金にてご利用頂けます。
　詳細は下記URL【WEB法人メンバーズ】をご覧頂き、ID・パスワードを入力しご確認下さいませ。

URL：http://www.hankyu-hotel.com/biz/　ID：89841100315　PASSWORD：35624333
※WEB法人に関するお問い合わせは東京営業所【TEL：03-3508-1500】まで。（受付：9：00～18：00、土日祝を除く）

・［朝食券付プラン（1室単位）］がございます。1名様当たり￥2,000増（￥2,310税サ込）
　＊ルームサービス不可
・税制改正の場合総額が変更になる場合がございます。

・チェックインは 13：00 より、承ります。（通常 チェックインタイム 14：00） 　

■ レイトチェックアウト（ご予約時にお申し付け下さいませ）

・高速インターネット（LAN）無料・VPN対応（最大100Mbps）
・［フィットネス＆プール］を1日2,100円でご利用いただけます。（不定休・18才以上利用可）

■ 備考
・成田・羽田空港エアポートリムジンバス発着（第一ホテル東京の正面玄関へ発着）

・チェックアウトタイム 13:00迄無料。（通常 チェックインタイム 12：00）

■ アーリーチェックイン（ご予約時にお申し付け下さいませ）

・13時～15時まで30%増し、18時まで50％増し、18時以降は100％増し（1泊料金）となります。

・13時前（6時am～13時）のアーリーチェックインは、優待料金の50％にてギャランティー致します。

２０１３年１月2日～２０１３年１２月３０日（除外日：12/31・1/1）

第一ホテル東京・第一ホテルアネックス
２０１３年度コーポレート宿泊優待料金
適用期間
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